
［論
文
】救
世
主
ハ
リ
ス
ト
ス
大
聖
堂
と
二
人
の
皇
帝

ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
一
世
と
ニ
コ
ラ
イ
一
世

池

本

今
日
子

I’
救
世
主
ハ
リ
ス
ト
ス
大
聖
堂
の
二
つ
の
計
画

　

ク
レ
ム
リ
ン
の
ほ
ど
近
く
、
モ
ス
ク
ワ
の
空
に
巨
大
な
大
聖
堂

の

黄
金
色
の
ド
ー
ム
が
w
a
V
　
（
図
1
）
o
十
字
架
を
含
む
全
体
の

高
さ
は
1
0
三
メ
ー
ト
ル
、
建
物
の
体
積
は
五
二
万
四
〇
〇
〇
立

法
メ
ー
ト
ル
。
断
面
は
幅
八
五
メ
ー
ト
ル
の
等
辺
の
十
字
架
に
近

い
叫
）
こ
の
救
世
主
ハ
リ
ス
ト
ス
（
キ
リ
ス
ト
）
大
聖
堂
は
、
も
と

も
と
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
三
世
の
治
世
下
の
一
八
八
三
年
に
完
成

し
た
が
、
こ
の
場
所
が
ソ
連
時
代
に
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
大
宮
殿
の
建
設

用
地
と
な
り
、
大
聖
堂
は
一
九
三
一
年
に
爆
破
さ
れ
た
。
そ
の

後
、
大
宮
殿
の
建
設
は
頓
挫
し
、
跡
地
は
プ
ー
ル
に
な
っ
て
い

た
。
現
在
の
聖
堂
は
、
ソ
連
崩
壊
後
の
二
〇
〇
〇
年
に
再
建
さ
れ

図1　救世主ハリストス大聖堂（2019．3筆者撮影）
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た
も
の
で
あ
る
。

　
本
稿
が
注
目
す
る
の
は
、
大
聖
堂
の
そ
も
そ
も
の
建
設
に
つ
い

て

で

あ
る
。
二
つ
の
計
画
が
あ
っ
た
。
一
つ
は
、
皇
帝
ア
レ
ク
サ

ン

ド
ル
一
世
（
一
七
七
七
～
一
八
二
五
、
在
位
一
八
o
一
～
二

五
）
が
認
め
た
最
初
の
計
画
（
1
八
1
七
年
）
で
あ
り
、
建
立
地

は

モ

ス

ク
ワ
の
中
心
か
ら
外
れ
る
雀
ヶ
丘
で
あ
る
。
ア
レ
ク
サ
ン

ド
ル
・
ヴ
ィ
ト
ベ
ル
ク
（
一
七
八
七
～
一
八
五
五
）
の
設
計
に
よ

る
。
だ
が
、
こ
の
計
画
は
破
棄
さ
れ
た
。
い
ま
ひ
と
つ
は
、
ア
レ

ク
サ
ン
ド
ル
三
世
の
治
世
に
前
述
の
よ
う
に
完
成
し
た
も
の
で
あ

り
、
こ
れ
は
、
一
八
三
二
年
に
ニ
コ
ラ
イ
I
世
　
（
1
七
九
六
～
一

八
五

五
、
在
位
一
八
二
五
～
五
五
）
が
認
め
た
コ
ン
ス
タ
ン
チ

ン
・
ト
ー
ン
（
一
七
九
四
～
一
八
八
一
）
設
計
の
も
の
で
あ
る
。

　
大

聖
堂
の
二
つ
の
計
画
に
特
化
し
た
先
行
研
究
と
し
て
は
、
建

築
史
家
エ
フ
ゲ
ニ
ア
・
キ
リ
チ
ェ
ン
コ
の
も
の
が
あ
る
。
文
化
史

で

は
、
リ
チ
ャ
ー
ド
・
ウ
ォ
ー
ト
マ
ン
が
権
力
の
表
象
に
お
け
る

ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
1
世
の
精
神
的
要
素
と
、
ニ
コ
ラ
イ
一
世
の
表

象
の
民
族
的
要
素
を
そ
れ
ぞ
れ
示
す
も
の
の
一
つ
と
し
て
、
こ
の

大
聖

堂
を
取
り
上
げ
た
。
ド
ミ
ト
リ
－
・
シ
ド
ロ
フ
は
大
聖
堂
n

記
念
碑
の
歴
史
に
、
宗
教
1
1
国
家
間
の
関
係
の
変
化
を
見
る
。
日

本
で
は
畠
山
禎
が
、
ニ
コ
ラ
イ
一
世
は
ロ
シ
ア
性
を
強
調
し
様
々

な
社
会
層
の
統
合
を
め
ざ
す
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
文
化
を
形
成
し
た
の

に

対

し
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
一
世
の
計
画
は
、
臣
民
に
配
慮
し
な

い

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的
聖
堂
と
い
う
点
で
＝
八
世
紀
の
専
制
」
の
継

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
こ

承
の
表
れ
で
あ
っ
た
と
見
な
す
。

　
同
時
代
の
思
想
家
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
・
ゲ
ル
ツ
ェ
ン
は
ヴ
ィ
ト

ベ
ル

ク
の
設
計
を
「
天
才
的
作
品
」
と
賛
美
す
る
一
方
、
ト
ー
ン

の
聖
堂
を
「
偽
善
的
」
、
「
時
代
錯
誤
的
」
、
「
栓
の
代
わ
り
に
玉
ね

ぎ
を
の
せ
た
五
つ
頭
の
薬
味
入
れ
の
よ
う
な
」
と
批
判
し
た
。
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
ザ

つ
の

建
築
の
本
質
に
相
反
す
る
も
の
を
見
た
の
で
あ
る
。

　
本
稿
で
は
こ
の
二
つ
の
計
画
を
取
り
上
げ
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル

1
世
の

ナ
ポ
レ
オ
ン
戦
争
後
の
宗
教
1
1
道
徳
政
策
に
関
す
る
筆
者

の

従
来
の
研
究
を
土
台
と
し
て
r
大
聖
堂
の
計
画
に
つ
い
て
改
め

て

検
討

す
る
。
そ
の
た
め
に
、
彼
の
姿
勢
を
ニ
コ
ラ
イ
の
考
え
と

比

べ

る
。
筆
者
は
、
一
七
世
紀
初
頭
の
ロ
シ
ア
動
乱
時
代
に
ポ
ー

ラ
ン
ド
軍
か
ら
モ
ス
ク
ワ
を
解
放
す
る
た
め
の
義
勇
軍
を
率
い
た

ド
ミ
ー
ト
リ
－
’
ポ
ジ
ャ
ル
ス
キ
ー
と
、
資
金
を
集
め
た
商
人
ク

ジ
マ
・
ミ
ー
ニ
ン
の
記
憶
に
つ
い
て
調
査
し
て
き
た
が
、
ト
ー
ン

の
大
聖
堂
の
外
壁
に

は

こ
の
1
1
人
の
姿
も
刻
ま
れ
た
。
ニ
コ
ラ
イ
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一
世
期
に
お
け
る
二
人
の
表
象
に
つ
い
て
も
上
記
の
点
と
関
連
さ

せ
つ

つ
考
察
す
る
。

1　1
．

ア

レ
ク
サ
ン
ド
ル
l
世
と
ヴ
ィ
ト
ベ
ル
ク
の
計
画

　

ナ
ポ
レ
オ
ン
と
の
帝
国
領
内
で
の
戦
い
が
迫
る
1
八
1
二
年

春
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
一
世
は
改
革
派
ミ
ハ
イ
ル
・
ス
ペ
ラ
ン
ス

キ
ー
を
国
務
長
官
か
ら
解
任
し
、
愛
国
的
保
守
派
の
重
鎮
ア
レ
ク

サ

ン
ド
ル
’
シ
シ
コ
フ
を
後
任
に
据
え
た
。
六
月
に
は
、
ナ
ポ
レ

オ
ン
が
率
い
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
の
大
軍
「
グ
ラ
ン
ド
・
ア
ル

メ
」
が
国
境
を
越
え
た
。
ロ
シ
ア
中
核
地
域
へ
の
そ
の
侵
攻
が
予

想

さ
れ
る
中
、
シ
シ
コ
フ
が
作
成
し
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
一
世
が
義

勇
軍
へ
の
参
加
を
呼
び
か
け
た
七
月
六
日
の
声
明
は
、
「
心
に
十

字
架
を
、
手
に
武
器
を
」
と
訴
え
た
。
貴
族
ポ
ジ
ャ
ル
ス
キ
ー
、

商

人
ミ
ー
ニ
ン
、
聖
職
者
パ
ー
リ
ツ
ィ
ン
の
名
を
挙
げ
、
「
ロ
シ

ア

人
」
の
「
祖
国
」
へ
の
貢
献
と
「
ス
ラ
ヴ
人
」
と
し
て
の
勇
敢

さ
を
称
え
た
。
前
二
者
と
同
様
に
後
者
ア
ヴ
ラ
ー
ミ
イ
・
パ
ー
リ

ツ

ィ
ン
（
三
位
一
体
聖
セ
ル
ギ
イ
修
道
院
執
事
長
）
も
、
動
乱
期

の

義
勇
軍
に
関
与
し
た
。
三
人
は
ロ
シ
ア
民
族
に
よ
る
敵
撃
退
の

記
憶
と
結
び
つ
く
。
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
が
モ
ス
ク
ワ
に
同
時
に
宛

て

た
声
明
は
、
「
信
仰
と
玉
座
と
帝
国
」
を
救
う
よ
う
に
訴
え
、

「
神
と
我
々
の
正
教
会
が
祝
福
す
る
正
当
な
戦
い
の
精
神
」
を
称

え
た
。
彼
は
主
な
戦
場
と
な
る
中
核
地
域
の
ロ
シ
ア
人
に
呼
び
か

け
、
そ
の
民
族
的
伝
統
と
正
教
信
仰
に
訴
え
て
彼
ら
の
愛
国
心
を

　
　
　
　
　
　
　
ハ
ぜ
こ

鼓
舞
し
た
の
で
あ
る
。

　

シ
シ
コ
フ
は
、
前
年
一
二
月
に
ロ
シ
ア
語
愛
好
者
懇
話
会
に
お

け
る
「
祖
国
愛
に
関
す
る
考
察
」
と
題
し
た
講
演
で
、
言
語
と
信

仰
の
重
要
性
を
説
い
て
い
た
。
動
乱
時
代
の
「
多
く
の
全
ロ
シ
ア

の

忠
実
な
る
息
子
た
ち
」
の
「
熱
意
と
献
身
」
、
「
団
結
」
を
称

え
、
「
祖
国
愛
」
を
鼓
舞
し
た
。
そ
の
際
、
反
対
に
、
「
自
ら
を
世

界
市
民
と
見
な
す
」
こ
と
は
い
か
な
る
国
民
に
も
属
さ
な
い
こ
と

を
意
味
し
、
F
人
類
か
ら
抜
け
出
し
、
獣
と
な
る
こ
と
」
で
あ
る
、

と
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ニ
ズ
ム
を
痛
烈
に
非
難
し
た
。
彼
に
と
っ
て

は
．
ロ
シ
ア
語
や
正
教
会
と
い
う
ロ
シ
ア
民
族
の
伝
統
や
文
化

が
、
ロ
シ
ア
の
国
民
性
に
と
っ
て
重
要
で
あ
っ
た
。
一
方
、
彼
が

コ

ス

モ
ポ

リ
タ
ン
を
批
判
し
た
際
に
念
頭
に
あ
っ
た
の
は
、
ヨ
ー

ロ

ッ

パ

的
合
理
主
義
改
革
を
推
進
す
る
当
時
の
国
務
長
官
ス
ペ
ラ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
へ
　

ン
ス
キ
－
と
、
暗
に
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
一
世
で
あ
る
。
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ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
は
、
た
し
か
に
、
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ン
で
あ
っ

た
。
彼
が
シ
シ
コ
フ
の
手
を
借
り
て
1
八
l
二
年
に
行
っ
た
前
述

の

ロ

シ
ア
の
民
族
的
要
素
の
強
調
は
、
一
八
一
二
年
に
お
け
る
ロ

シ

ア

中
核
地
域
の
危
機
と
い
う
特
殊
な
状
況
下
に
限
ら
れ
た
。
危

機
が
去
る
と
、
彼
は
き
び
す
を
返
し
た
。
さ
ら
に
一
八
一
四
年
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ら
り

は

シ
シ
コ
フ
を
国
務
長
官
職
か
ら
罷
免
し
た
。

　
一
八
一
五
年
に
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
一
世
が
提
案
し
パ
リ
で
締
結

さ
れ
た
神
聖
同
盟
条
約
は
、
教
派
を
超
え
た
キ
リ
ス
ト
教
の
原
則

を
外
交
や
内
政
の
場
に
適
用
す
る
と
い
う
君
主
に
よ
る
官
三
日
で
あ

る
。
と
り
わ
け
、
彼
が
提
案
し
た
草
案
は
「
本
質
的
に
1
つ
の
キ

リ
ス
ト
教
国
家
」
（
第
二
条
）
が
存
在
す
る
と
述
べ
’
普
遍
キ
リ

ス

ト
教
的
宗
教
観
を
強
調
し
た
。
ま
た
、
他
国
と
の
外
交
関
係
の

主

体
を
「
臣
民
」
に
置
き
（
第
一
条
）
、
君
主
制
の
も
と
で
の
臣

民
の
政
治
参
加
を
示
唆
し
た
。
こ
こ
に
、
治
世
初
期
か
ら
続
く
彼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
し

の
立
憲
君
主
制
的
路
線
の
継
続
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
の
際
、
「
正
義
と
慈
愛
、
平
和
」
と
い
う
キ
リ
ス
ト
教
の
教

え
が
、
「
人
類
の
諸
制
度
を
強
固
に
し
そ
の
欠
点
を
改
め
る
唯
l

の

手
段
と
し
て
、
諸
君
主
の
決
定
に
影
響
を
与
え
、
す
べ
て
の
方

策
を
導
く
べ
き
」
（
前
文
）
も
の
と
見
な
さ
れ
た
。
普
遍
的
キ
リ

ス

ト
教
の
信
仰
と
道
徳
が
、
君
主
に
改
革
を
促
す
上
で
不
可
欠
に

し
て
唯
1
の
方
策
で
あ
る
と
い
う
。
一
方
、
臣
民
に
と
っ
て
は
、

キ
リ
ス
ト
教
の
「
原
則
と
義
務
の
履
行
」
に
従
う
こ
と
が
、
「
こ

の
平
和
を
享
受
す
る
唯
一
の
手
段
」
で
あ
る
（
第
二
条
）
。
当
時
、

ロ

シ
ア
に
限
ら
ず
、
革
命
フ
ラ
ン
ス
及
び
ナ
ポ
レ
オ
ン
と
の
戦
争

に

よ
り
領
土
と
人
心
は
荒
廃
し
、
革
命
に
勝
利
し
た
と
安
堵
し
た

君
主

た
ち
の
改
革
指
向
は
衰
え
て
い
た
。
こ
の
状
況
と
考
え
あ
わ

せ

る
と
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
が
草
案
で
示
し
た
の
は
、
ロ
シ
ア
を

含
む
全
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
普
遍
キ
リ
ス
ト
教
的
な
信
仰
と
道
徳
に
よ

り
戦
後
の
人
心
を
安
定
さ
せ
、
過
激
な
意
見
を
穏
健
化
し
、
平
穏

な
環
境
を
実
現
す
る
こ
と
、
そ
の
中
で
君
主
に
立
憲
主
義
的
な
改

革
を
促
す
と
い
う
、
全
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
規
模
で
の
改
革
の
志
で
あ
っ

　
　
　
　
　
　
　
ハ
メ
ワ

た
と
理
解
で
き
る
。

　
実
際
に
国
内
に
お
い
て
、
彼
は
一
八
一
二
年
末
に
聖
書
協
会
を

設
立

し
、
教
派
の
解
釈
に
よ
ら
な
い
聖
書
の
ほ
か
、
神
秘
主
義
に

関
す
る
書
物
な
ど
の
流
布
を
促
し
た
。
協
会
に
は
キ
リ
ス
ト
教
以

外
の

宗
教
の
代
表
者
も
招
待
し
た
。
一
八
1
七
年
に
は
、
正
教
会

を
指
導
す
る
宗
務
院
を
外
国
宗
教
庁
、
国
民
教
育
省
と
合
体
さ

せ
、
大
臣
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
・
ゴ
リ
ツ
ィ
ン
の
も
と
に
宗
教
1
1
国
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民
教
育
省
を
設
置
し
た
o
正
教
会
が
持
つ
特
別
な
立
場
を
消
失
さ

せ
、
正
教
に
特
化
せ
ず
に
宗
教
と
教
育
の
関
係
を
深
め
る
こ
と
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
ニ

目
指
し
た
の
で
あ
る
。

　

ナ
ポ
レ
オ
ン
戦
争
後
に
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
が
建
て
た
記
念
碑
に

は
、
こ
の
よ
う
な
思
想
や
姿
勢
が
反
映
さ
れ
て
い
た
。
彼
は
一
八

一
二
年
の
戦
争
の
記
念
碑
を
ロ
シ
ア
の
伝
統
や
民
族
的
イ
メ
ー
ジ

か

ら
離
れ
た
と
こ
ろ
で
作
っ
た
。
赤
の
広
場
の
「
市
民
ミ
ー
ニ
ン

と
ポ
ジ
ャ
ル
ス
キ
ー
公
の
像
」
（
1
八
1
八
年
）
の
二
人
は
ロ
ー

マ

の

戦
士
の

姿
で
あ
り
、
ロ
シ
ア
人
と
い
う
よ
り
「
世
界
市
民
」

で

あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
1
八
1
二
年
か
ら
一
五
年
の
戦
争
の
コ
ス

モ
ポ

リ
タ
ン
的
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的
な
記
念
碑
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

ま
た
、
こ
の
像
で
商
人
ミ
ー
ニ
ン
が
立
ち
上
が
り
、
貴
族
ポ
ジ
ャ

ル

ス

キ
－
に
出
陣
を
促
す
と
い
う
ミ
ー
ニ
ン
主
導
の
形
が
と
ら
れ

た
こ
と
や
、
寄
附
者
名
簿
が
身
分
別
で
は
な
く
、
地
域
別
と
な
っ

て

い

た
こ
と
な
ど
に
、
「
市
民
」
概
念
の
尊
重
を
見
る
こ
と
が
で

き
る
。
こ
の
像
は
、
同
時
代
の
自
由
主
義
的
な
セ
ミ
ョ
ン
・
ボ
ブ

ロ

フ

の
詩
の
影
響

を
受
け
た
と
考
え
ら
れ
る
。
彼
は
ミ
ー
ニ
ン
を

Fロ
シ
ア
の
プ
レ
ブ
ス
」
、
「
真
の
パ
ト
リ
オ
ッ
ト
」
と
し
て
称
賛

し
、
ポ
ジ
ャ
ル
ス
キ
ー
よ
り
も
ミ
ー
ニ
ン
を
高
く
評
価
し
て
い

ハい
　

た
。　
一
八
1
二
年
の
戦
争
を
記
念
す
る
も
の
と
し
て
ア
レ
ク
サ
ン
ド

ル

に
と
っ
て
何
よ
り
重
要
な
計
画
が
、
雀
ヶ
丘
の
救
世
主
ハ
リ
ス

ト
ス
大
聖
堂
で
あ
っ
た
。
も
と
も
と
モ
ス
ク
ワ
に
救
世
主
の
聖
堂

を
建
立
す
る
と
い
う
考
え
は
、
1
八
1
二
年
一
二
月
半
ば
に

ピ
ョ
ー
ト
ル
・
キ
キ
ン
が
シ
シ
コ
フ
に
手
紙
で
提
案
し
、
シ
シ
コ

フ

が
ア

レ
ク
サ
ン
ド
ル
に
紹
介
し
た
も
の
で
あ
る
。
キ
キ
ン
は
、

rロ
シ
ア
の
心
臓
」
で
あ
る
モ
ス
ク
ワ
で
、
r
傲
慢
な
敵
が
ロ
シ
ア

国
民
に
致
命
的
な
打
撃
を
与
え
う
る
と
期
待
し
」
、
正
教
会
を
冒

涜

し
、
神
意
に
よ
り
「
無
数
の
敵
の
大
軍
の
破
滅
が
始
ま
っ
た
」

ゆ
え
に
、
モ
ス
ク
ワ
に
記
念
碑
と
し
て
教
会
を
建
て
る
べ
き
で
あ

る
、
と
主
張
し
た
。
敵
を
駆
逐
し
た
日
に
、
毎
年
、
聖
職
者
と
軍

人
と
正
教
徒
の
た
め
の
祭
り
を
行
う
の
が
よ
い
、
と
も
提
案
し

た
。
ロ
シ
ア
正
教
会
と
正
教
徒
を
神
が
救
っ
た
こ
と
の
記
念
碑
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
ニ

し
て
の
聖
堂
の
建
立
計
画
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
だ

が
、
1
八
1
二
年
末
か
ら
の
普
遍
キ
リ
ス
ト
教
的
政
策
へ
の
大
転

換
は
、
聖
堂
に
ロ
シ
ア
的
正
教
会
的
な
色
彩
を
与
え
な
か
っ
た
。

　
大
聖
堂

を
設
計
し
た
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
・
ヴ
ィ
ト
ベ
ル
ク
は
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
か
ら
移
住
し
た
都
市
民
の
息
子
で
、
元
の
名
を
カ
ー
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ル

と
い
い
、
帝
国
美
術
ア
カ
デ
ミ
ー
の
絵
画
部
門
で
学
び
、
金
メ

ダ
ル
を
含
む
多
く
の
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
e
　
1
八
o
七
年
に
卒
業

後
は
寄
宿
学
生
と
し
て
ア
カ
デ
ミ
ー
に
残
り
、
一
八
〇
九
年
に
は

グ
リ
ゴ
リ
ー
・
ウ
グ
リ
ュ
モ
フ
教
授
の
助
手
と
な
っ
た
。
理
想
主

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ロ
シ

義
者
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
。

　
1
八
1
二
年
一
二
月
二
五
日
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
一
世
は
ナ
ポ

レ
オ
ン
の
大
軍
を
撃
退
し
た
こ
と
を
宣
言
し
、
こ
の
偉
業
に
神
意

を
見
て
、
神
に
感
謝
し
た
。
同
じ
日
、
彼
は
、
モ
ス
ク
ワ
に
聖
堂

を
建
立
す
る
こ
と
を
布
告
で
約
束
し
た
。
「
敵
か
ら
の
ロ
シ
ア
の

救
済
は
…
…
ロ
シ
ア
に
注
が
れ
た
神
の
慈
悲
で
あ
る
。
…
…
こ
の

困
難
な
時
代
に
ロ
シ
ア
国
民
が
発
揮
し
た
信
仰
と
祖
国
に
対
す
る

比
類

な
き
献
身
と
忠
誠
、
愛
を
永
遠
に
記
憶
し
、
ロ
シ
ア
を
そ
の

脅
か
さ
れ
て
い
た
破
滅
か
ら
救
っ
た
神
の
御
心
へ
の
我
々
の
感
謝

の

印
に
、
余
は
、
我
々
の
古
都
モ
ス
ク
ワ
に
救
世
主
キ
リ
ス
ト
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　

た
め
に
教
会
を
建
立
す
る
」
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ほ
　
　
　
　
　
ハ
ほ
ロ

　
以

下
、
ヴ
ィ
ト
ベ
ル
ク
自
身
の
後
年
の
覚
書
と
自
伝
に
よ
り
経

緯
を
追
い
な
が
ら
、
彼
と
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
の
建
築
へ
の
姿
勢
を

明
ら
か
に
す
る
。

　
彼
は
聖
堂
に
関
す
る
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
の
先
の
声
明
に
感
銘
を

受
け
た
。
「
ロ
シ
ア
の
栄
光
の
記
念
碑
と
し
て
、
ロ
シ
ア
の
救
済

に

対

す
る
」
神
へ
の
r
祈
り
と
感
謝
の
印
と
し
て
」
キ
リ
ス
ト
の

た
め
に
聖
堂
を
建
立
す
る
と
い
う
考
え
に
で
あ
る
。
「
救
世
主
キ

リ
ス
ト
の
た
め
の
聖
堂
1
　
新
し
い
考
え
だ
」
。
彼
に
よ
れ
ば
、

聖
堂

は
、
祝
日
や
聖
人
で
は
な
く
、
キ
リ
ス
ト
そ
の
も
の
に
捧
げ

ら
れ
た
点
で
、
従
来
の
教
会
と
一
線
を
画
す
。
彼
は
こ
の
考
え
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
め
　

「皇
帝
の
高
い
キ
リ
ス
ト
教
的
熱
意
」
を
見
た
。

　

こ
の
こ
ろ
、
ヴ
ィ
ト
ベ
ル
ク
は
、
無
名
な
画
家
と
い
う
理
由
で

恋
人

の
親
に
結
婚
を
反
対
さ
れ
、
出
世
を
欲
し
て
い
た
O
　
1
方
、

多
v
の
人
が
聖
堂
の
設
計
を
考
え
始
め
て
い
た
。
一
八
一
三
年
六

月
に
、
彼
も
自
分
の
考
え
を
形
に
す
る
た
め
、
休
暇
を
と
っ
て
モ

ス

ク
ワ
へ
向
か
っ
た
。
彼
は
こ
の
設
計
に
よ
っ
て
建
築
を
勉
強
し

て

い

v
o
ま
た
、
フ
ヨ
ー
ド
ル
・
ロ
ス
ト
プ
チ
ン
（
一
八
一
二
～

1
四

モ

ス

ク
ワ
総
督
）
の
依
頼
で
コ
八
1
二
年
」
を
題
材
と
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
ザ

る
絵
を
描
き
、
関
係
者
と
会
い
関
心
を
深
め
た
。

　

彼
の
計
画
は
、
1
八
1
五
年
の
夏
に
、
元
法
務
大
臣
で
詩
人
の

イ
ヴ
ァ
ン
・
ド
ミ
ー
ト
リ
エ
フ
な
ど
に
認
め
ら
れ
た
。
国
民
教
育

大
t
u
　
（
1
八
1
0
～
＝
ハ
）
で
あ
っ
た
ア
レ
ク
セ
イ
・
ラ
ズ
モ
フ

ス

キ
ー
は
、
「
こ
れ
は
建
築
の
新
し
い
詩
だ
」
と
絶
賛
し
た
。
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ヴ
ィ
ト
ベ
ル
ク
は
、
1
八
1
六
年
一
月
三
一
日
、
二
九
歳
の
時
に

絵
画
部
門
の
ア
カ
デ
ミ
ー
会
員
と
な
る
。
彼
の
聖
堂
計
画
が
採
用

さ
れ
た
の
は
こ
の
年
の
こ
と
で
あ
る
。
建
築
案
を
集
め
る
よ
う
に

命

じ
ら
れ
て
い
た
ゴ
リ
ツ
ィ
ン
（
一
入
一
六
～
一
七
宗
務
院
総

裁
）
が
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
一
世
に
彼
を
仲
介
し
た
。
ヴ
ィ
ト
ベ

ル

ク
は
、
ゴ
リ
ツ
ィ
ン
の
官
房
で
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
が
諸
案
を
検

討
す
る
際
に
、
自
ら
説
明
す
る
た
め
に
呼
ば
れ
た
。
官
房
の
机
に

は
、
新
古
典
主
義
の
そ
う
そ
う
た
る
建
築
家
の
諸
案
が
置
か
れ
て

い

た
。
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
の
エ
ル
ミ
タ
ー
ジ
ュ
劇
場
、
ツ
ァ
ー
ル
ス

コ

エ

＝
セ
ロ
ー
の
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
宮
殿
な
ど
で
知
ら
れ
る
イ
タ

リ
ア
出
身
の
ジ
ャ
コ
モ
・
ク
ァ
レ
ン
ギ
、
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
の
カ
ザ

ン
大
聖
堂
を
設
計
し
た
ア
ン
ド
レ
イ
’
ヴ
ォ
ロ
ニ
ー
ヒ
ン
、
一
八

一
二
年
の
大
火
後
の
モ
ス
ク
ワ
再
建
で
中
心
的
役
割
を
果
た
す
イ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ぜ

タ
リ
ア
系
の
ジ
ョ
ゼ
フ
・
ボ
ー
ヴ
ェ
な
ど
で
あ
る
。

　

こ
の
と
き
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
は
ヴ
ィ
ト
ベ
ル
ク
に
、
「
あ
な
た

の

解
説
を
聴
く
の
を
心
待
ち
に
し
て
い
た
」
と
語
り
、
し
ば
し
ば

彼
の
目
を
見
な
が
ら
、
注
意
深
く
そ
の
言
葉
に
耳
を
傾
け
た
。
彼

の

言
葉
を
引
用
し
よ
う
。
「
私
は
熱
心
に
説
明
し
な
が
ら
、
［
図
面

を
指
さ
す
］
陛
下
の
手
を
動
か
し
た
o
熱
中
し
す
ぎ
て
、
お
詫
び

ミ勲勲㎞似M・B聴鵬卿輌⑭綱館

図2ヴィトベルクの救世主ハリストス大聖堂計画
　　　（1817年）　KMpMgeHKo．　yκa3．　co・1．　C．28．

を
す
る
の
さ
え
忘

れ

て

い

た
…
…
。

説

明
し
終
わ
る
前

に
、
私
は
ア
レ
ク

サ
ン

ド
ル
の
目
に

浮
か
ぶ
涙
に
気
づ

い

た
」
。
こ
れ
は

彼

に
と
っ
て
「
勲

章
や
評
価
に
は
代

え
が
た
い
最
高
の

褒
美
」
で
あ
っ
た
。

ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル

は

こ
う
言
っ
た
と
い
う
。
「
私
は
あ
な
た
の
計
画
が
た
い
へ
ん
気

に

入
っ
た
。
あ
な
た
は
こ
の
聖
堂
に
つ
い
て
の
私
の
願
い
を
推
し

量
り
、
私
の
考
え
を
叶
え
た
。
私
は
そ
れ
が
、
通
常
の
建
築
の
よ

う
な
単
な
る
石
の
塊
で
は
な
く
、
何
ら
か
の
宗
教
的
思
想
を
表
す

も
の
と
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
た
。
し
か
し
私
は
こ
の
よ
う
な
こ

と
が
叶
え
ら
れ
る
と
は
ま
っ
た
く
期
待
せ
ず
、
だ
れ
か
が
そ
の
よ

う
な
熱
意
に
動
か
さ
れ
る
と
も
期
待
せ
ず
、
ゆ
え
に
自
分
の
願
い
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を
隠
し
て
い
た
。
い
ま
私
は
二
〇
に
及
ぶ
提
案
を
検
討
し
た
。
そ

の

中
に
は
と
て
も
よ
い
も
の
も
あ
っ
た
が
、
す
べ
て
普
通
の
建
築

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ハ
ザ

だ
。
だ
が
、
あ
な
た
は
石
に
語
ら
せ
た
」
。

　
ヴ

イ
ト
ベ
ル
ク
は
、
自
分
は
設
計
を
さ
ら
に
練
る
こ
と
に
専
念

し
、
建
設
は
他
に
委
ね
た
い
と
考
え
て
い
た
が
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド

ル
は

彼
に

計
画

を
自
ら
実
現
す
る
よ
う
に
命
じ
た
。
そ
の
後
、
彼

は
モ
ス
ク
ワ
で
結
婚
し
、
そ
の
後
建
立
地
に
関
し
て
ア
レ
ク
サ
ン

ド
ル
に
謁
見
し
、
別
の
日
、
雀
ケ
丘
で
計
画
を
説
明
し
た
。
さ
ら

に
翌
一
八
1
七
年
の
夏
に
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
で
、
練
り
直
し
た
計
画

（
図
2
）
を
報
告
し
、
1
八
1
七
年
一
〇
月
1
1
l
日
の
定
礎
式
を

迎

え
た
。
同
日
、
八
等
文
官
に
任
じ
ら
れ
、
年
末
に
は
、
国
民
感

情
に
配
慮
し
た
い
と
い
う
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
一
世
の
希
望
で
、
ル

タ
ー
派
か
ら
正
教
に
改
宗
し
た
。
そ
の
後
彼
の
予
算
案
が
認
め
ら

れ
、
一
八
1
1
0
年
一
〇
月
六
日
に
彼
を
委
員
長
と
し
て
大
聖
堂
建

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
ザ

設
委
員
会
が
設
置
さ
れ
た
。
彼
は
後
に
、
最
初
の
謁
見
の
際
に
だ

ろ
う
か
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
が
手
を
握
っ
て
く
れ
た
こ
と
を
辛
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　

境
遇
の
中
で
思
い
出
す
こ
と
に
な
る
。

　
彼
の
設
計
の
主
眼
は

次
の
四

点
に
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
巨
大

さ
。
独
自
性
。
キ
リ
ス
ト
教
の
思
想
を
表
現
す
る
こ
と
。
コ
八

一
二
年
」
の
記
念
碑
と
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　

よ
り
詳
し
く
見
て
み
よ
う
。
第
一
に
、
「
ロ
シ
ア
の
偉
大
さ
に

ふ

さ
わ
し
く
巨
大
で
あ
る
こ
と
」
。
「
壮
大
さ
と
巨
大
さ
」
で
サ
ン

ー
ー
ピ
エ
ト
ロ
大
聖
堂
（
地
上
部
一
三
七
メ
ー
ト
ル
）
を
超
え
る
必

要

が

あ
る
。
ヴ
ィ
ト
ベ
ル
ク
の
聖
堂
の
高
さ
は
地
上
部
一
七
o

メ
－
ト
ル
で
あ
り
、
こ
の
巨
大
建
造
物
が
丘
の
上
に
建
て
ら
れ

る
。
こ
の
巨
大
さ
の
点
で
、
彼
の
聖
堂
は
す
で
に
従
来
の
正
教
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ね
ザ

の
規
準
を
大
き
く
外
れ
て
い
た
。

　
第
二
に
、
「
厳
密
に
独
創
的
な
建
築
様
式
」
。
彼
は
、
ロ
シ
ア
の

既
存
の
建
築
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
「
生
彩
を
欠
く
猿
ま
ね
」
で
し
か

　
　
　
　
　
　
ハ
ふ
シ

な
い
と
批
判
し
た
。
ピ
ョ
ー
ト
ル
大
帝
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
化
改
革
以

降
の
ロ
シ
ア
の
建
築
様
式
は
、
バ
ロ
ッ
ク
か
ら
1
八
世
紀
末
ま
で

に

新
古
典
主
義
へ
移
り
変
わ
っ
た
。
そ
れ
ら
を
批
判
し
た
の
で
あ

る
。
た
だ
し
、
大
聖
堂
は
、
基
本
的
に
は
新
古
典
主
義
様
式
に

　
　
　
　
　
　
み
　

よ
っ
て
い
た
。

　
第
三
に
、
「
聖
堂
の
す
べ
て
の
部
分
が
、
建
築
の
必
要
性
に
応

じ
る
だ
け
の
恣
意
的
な
形
態
」
や
、
「
巨
大
な
死
ん
だ
石
の
塊
」
、

「
見
事
に
配
置
さ
れ
た
石
の
積
み
重
ね
」
に
な
る
こ
と
な
く
、
r
そ

の

1
つ

1
つ

の

石
、
す
べ
て
の
石
が
全
体
と
し
て
、
聖
書
の
言
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葉
、
聖
書
の
文
」
で
あ
る
こ
と
。
す
な
わ
ち
、
キ
リ
ス
ト
教
の
思

想
を
表
現
す
る
こ
と
。
ヴ
ィ
ト
ベ
ル
ク
が
も
っ
と
も
心
を
砕
い
た

の

は
こ
の
第
三
の
点
で
あ
る
。
こ
の
点
は
、
彼
に
よ
れ
ば
、
ア
レ

ク
サ
ン
ド
ル
一
世
の
高
い
宗
教
性
を
叶
え
る
た
め
に
も
重
要
で

あ
っ
た
。
「
通
常
の
聖
堂
が
彼
を
満
足
さ
せ
る
だ
ろ
う
か
？
そ

の

中
の
多
く
は
非
常
に
洗
練
さ
れ
て
は
い
る
が
、
し
か
し
、
何
の

宗
教
的
な
見
解
も
な
く
作
ら
れ
て
い
る
」
。
ヴ
ィ
ト
ベ
ル
ク
は
聖

堂
の

す
べ
て
の
外
的
な
形
態
に
、
キ
リ
ス
ト
教
的
な
思
想
を
込
め

ハお
ず

た
。　

彼
が
教
派
に
関
わ
り
の
な
い
、
普
遍
キ
リ
ス
ト
教
的
精
神
で
考

え
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
彼
自
身
が
述
べ
る
。
「
聖
堂

は
ギ
リ
シ
ャ
ー
ー
ロ
シ
ア
教
会
の
必
要
に
応
え
る
だ
け
で
は
不
十
分

で

あ
り
、
全
般
的
に
全
キ
リ
ス
ト
教
の
必
要
に
応
え
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」
。
彼
に
と
っ
て
こ
の
点
で
重
要
な
こ
と
は
、
F
あ
な
た
が

た
は
神
の
神
殿
で
あ
り
、
神
の
御
霊
が
あ
な
た
が
た
に
宿
っ
て
お

ら
れ
る
」
と
い
う
使
徒
パ
ウ
ロ
の
言
葉
、
す
な
わ
ち
「
人
は
生
き

た
聖
堂
で
あ
る
」
と
い
う
教
え
で
あ
っ
た
。
彼
は
、
「
人
は
身
体
、

魂
、
精
神
と
い
う
三
つ
の
要
素
か
ら
成
る
」
と
い
う
考
え
を
聖
堂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
ザ

に

よ
っ
て
表
現
し
た
。

　

こ
う
し
て
、
大
聖
堂
は
三
層
を
為
す
三
つ
の
聖
堂
か
ら
な
り
、

下
層
の
聖
堂
は
「
死
す
べ
き
d
R
l
t
　
T
e
n
o
」
を
、
中
層
は
人
の
「
魂

n
y
m
a
」
を
、
上
層
は
「
不
死
の
精
神
員
ぺ
×
」
を
表
し
た
。
そ
れ

ぞ
れ
の

「聖
堂

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
聖
堂
の
本
質
的
な
意
味
に
ふ
さ

わ
し
い
形
を
と
る
」
。
す
な
わ
ち
、
下
層
の
「
身
体
の
聖
堂
」
は
、

短
い
辺

を
「
限
り
な
く
短
く
し
た
」
長
方
形
を
成
し
、
r
魂
の
な

い
身
体
」
が
横
た
わ
る
棺
を
表
す
。
中
層
の
「
魂
の
聖
堂
」
は
十

字
架
の
形
を
し
て
い
る
。
十
字
架
は
、
人
が
手
を
広
げ
た
姿
で
あ

り
r
「
死
ん
だ
身
体
」
で
は
な
く
、
F
精
神
に
よ
っ
て
生
気
を
与
え

ら
れ
た
身
体
」
、
人
の
「
魂
」
を
示
す
。
上
層
の
「
精
神
の
聖
堂
」

は

完
全
な
円
形
を
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
「
円
に
は
始
ま
り
も
終

わ

り
も
な
い
。
永
遠
を
表
現
す
る
た
め
に
最
適
な
線
で
あ
る
」
と

い

う
、
一
⊥
ハ
世
紀
の
イ
タ
リ
ア
の
建
築
家
ア
ン
ド
レ
ー
ア
’
パ

ラ
ー
デ
ィ
オ
の
言
葉
に
基
づ
き
、
円
形
は
「
不
死
の
精
神
」
に
ふ

さ
わ
し
い
と
い
う
。
さ
ら
に
、
「
身
体
の
聖
堂
」
、
「
魂
の
聖
堂
」
、

r精
神
の
聖
堂
」
は
そ
れ
ぞ
れ
、
キ
リ
ス
ト
の
生
涯
の
三
つ
の
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
ご

期
、
受
肉
、
変
容
、
復
活
に
捧
げ
ら
れ
る
。

　
い

ま
述
べ
た
三
層
の
構
成
だ
け
で
は
な
く
、
大
聖
堂
の
柱
の
形

状
や

窓
の
数
、
内
部
の
照
明
に
至
る
ま
で
も
が
、
深
い
象
徴
的
な
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で
、
ロ
シ
ア
の
一
七
世
紀
ま
で
の
教
会
と
は
も
ち
ろ
ん
、

紀
の
従
来
の
教
会
建
築
と
も
異
な
っ
た
。
ゲ
ル
ツ
ェ
ン
の
言
葉
を

借

り
れ
ば
、
ヴ
ィ
ト
ベ
ル
ク
の
計
画
に
あ
ふ
れ
る
こ
の
よ
う
な

F宗
教
的
詩
情
」
、
彼
を
満
た
し
て
い
た
「
真
実
へ
の
霊
感
、
彼
の

信
念
の
神
秘
的
な
色
彩
」
が
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
を
驚
か
せ
、
そ
の

　
　
　
　
　
　
カ
ソ

心

を
捉
え
た
。
大
聖
堂
は
、
神
聖
同
盟
条
約
と
同
じ
普
遍
キ
リ
ス

意
味
を
持
っ

　ぷ
ザ
た
o
前
述
の
よ

う
に
、
ヴ
ィ
ト

ベ
ル

ク
の
大
聖

堂
の
建
築
様
式

は
、
基
本
的
に

新
古
典
主
義
で

あ
る
。
し
か
し

な
が
ら
、
大
聖

堂

は
そ
の
巨
大

さ
と
こ
の
よ
う

な
高
い
象
徴
性

を
備
え
る
点

　
　
　
一
八
世

ト
教
的
精
神
を
高
々
と
表
現
し
た
も
の
と
な
る
は
ず
で
あ
っ
た
。

　

第
四
に
、
聖
堂
は
＝
八
一
二
年
を
記
念
す
る
」
。
下
層
の

F身
体
の
聖
堂
」
に
、
「
自
分
の
命
を
祖
国
の
た
め
に
捧
げ
た
一
八

一
二
年
の
犠
牲
者
の
記
憶
」
、
す
な
わ
ち
「
豪
華
な
カ
タ
コ
ン
ベ
」

を
置
く
。
「
祖
国
の
た
め
に
亡
く
な
っ
た
す
べ
て
の
戦
士
を
記
憶

し
、
兵
士
か
ら
軍
の
指
揮
官
ま
で
彼
ら
の
名
を
カ
タ
コ
ン
ベ
の
壁

　
　
　
ぺ
め
　

に
刻
む
」
。
↓
兵
卒
ま
で
そ
の
名
を
記
念
す
る
と
い
う
こ
の
計
画

は
、
r
市
民
ミ
ー
ニ
ン
と
ポ
ジ
ャ
ル
ス
キ
ー
公
の
像
」
の
寄
附
者

名
簿
が
身
分
別
で
は
な
く
地
域
別
で
記
載
さ
れ
た
こ
と
に
通
じ

る
。　

こ
う
し
て
大
聖
堂
は
ロ
シ
ア
史
上
特
異
な
聖
堂
と
な
る
は
ず
で

あ
っ
た
。
ヴ
ィ
ト
ベ
ル
ク
は
そ
の
後
も
修
正
を
加
え
、
最
終
案
は

一
八
二

五
年
の
も
の
で
あ
る
（
図
3
）
。
こ
の
案
で
は
、
上
層
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

円
形
の
聖
堂
の
独
立
性
が
一
層
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
た
。

　
雀
ヶ
丘
は
、
こ
の
大
聖
堂
の
建
立
地
と
し
て
三
つ
の
点
で
ふ
さ

わ
し
か
っ
た
。
こ
の
地
を
提
案
し
た
ヴ
ィ
ト
ベ
ル
ク
自
身
が
挙
げ

た
の
は
、
次
の
二
点
で
あ
る
。
第
一
に
、
視
覚
的
効
果
。
聖
堂
は

威
容
を
誇
る
こ
と
が
で
き
る
。
雀
ヶ
丘
は
広
々
と
開
放
的
な
小
高

い
丘

で
、
聖
堂
が
街
の
建
物
の
中
に
紛
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
な
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い

．
対
岸
に
は
デ
ヴ
ィ
チ
の
野
が
広
が
り
、
そ
こ
か
ら
、
丘
の
上

の
聖

堂
の
美
し
さ
、
「
幾
何
学
的
外
観
」
の
全
容
を
見
る
こ
と
が

で

き
る
。
第
二
に
、
歴
史
的
要
因
。
雀
ヶ
丘
は
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
が

進
軍

し
て
き
た
モ
ジ
ャ
イ
ス
ク
街
道
と
、
退
却
し
た
カ
ル
ー
ガ
街

　
　
　
　
　
　
　
ハ
セ
リ

道
の
間
に
位
置
す
る
。
こ
う
し
て
、
雀
ヶ
丘
は
、
聖
堂
を
目
立
た

せ
、
か
つ
ま
た
、
1
八
1
二
年
の
戦
争
を
記
念
す
る
の
に
ふ
さ
わ

し
い
場
所
で
あ
っ
た
。
だ
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。

　
第
三
に
、
い
ま
ひ
と
つ
の
点
と
し
て
、
雀
ヶ
丘
は
象
徴
的
で
普

遍

キ
リ
ス
ト
教
な
、
非
伝
統
的
聖
堂
に
ふ
さ
わ
し
い
。
そ
れ
は
モ

ス

ク
ワ
の
伝
統
的
中
核
地
域
で
は
な
く
、
モ
ス
ク
ワ
川
の
向
こ

う
、
モ
ス
ク
ワ
の
外
れ
に
位
置
し
、
ロ
シ
ア
の
伝
統
と
も
正
教
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
お
ザ

と
も
無
縁
の
場
所
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
ヴ
イ
ト
ベ
ル
ク
は
、

Fモ
ス

ク
ワ
は
あ
た
か
も
大
聖
堂
の
足
下
に
横
た
わ
る
」
と
述
べ

た
。
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
は
、
こ
の
よ
う
に
モ
ス
ク
ワ
の
中
核
地
域

を
眼
下
に
見
る
雀
ヶ
丘
を
「
モ
ス
ク
ワ
の
王
冠
」
と
呼
び
、
「
そ

れ

は
私
の
場
所
だ
」
と
言
っ
て
、
ヴ
ィ
ト
ベ
ル
ク
の
提
案
を
喜
ん

だ
と
い
、
匂

　
＝
八
1
二
年
」
の
後
、
モ
ス
ク
ワ
は
大
火
の
被
害
が
あ
っ
た

と
こ
ろ
を
中
心
に
、
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
の
最
新
の
様
式
と
同
じ
新
古

典
主
義
で
復
興
が
進
ん
で
い
く
。
ク
レ
ム
リ
ン
に
代
表
さ
れ
る
伝

統
的
モ
ス
ク
ワ
を
抱
え
な
が
ら
も
、
モ
ス
ク
ワ
は
新
古
典
主
義
建

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぷ
り

築
が
際
立
つ
街
へ
変
わ
り
つ
つ
あ
っ
た
。
前
述
の
よ
う
に
ア
レ
ク

サ
ン

ド
ル
は
「
市
民
ミ
ー
ニ
ン
と
ポ
ジ
ャ
ル
ス
キ
ー
公
の
像
」
に

コ

ス

モ

ポ
リ
タ
ン
的
な
表
現
を
与
え
た
。
雀
が
丘
に
そ
び
え
立
つ

ヴ

ィ
ト
ベ
ル
ク
の
大
聖
堂
は
、
こ
の
新
し
い
モ
ス
ク
ワ
に
普
遍
キ

リ
ス
ト
教
的
な
意
味
を
与
え
た
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
ア
レ
ク
サ

ン
ド
ル
が
進
め
る
モ
ス
ク
ワ
改
造
と
、
全
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
精
神
的

政
治
的
大
改
造
を
志
す
彼
の
政
策
の
ま
さ
に
「
王
冠
」
で
あ
っ
た
。

　
聖

堂
は
、
モ
ス
ク
ワ
解
放
五
周
年
記
念
の
一
八
1
七
年
一
〇
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
ぷ
サ

一
二

日
に
定
礎
式
が
行
わ
れ
、
一
八
一
二
年
に
起
工
と
な
っ
た
。

三
．
1
1
コ
ラ
イ
一
世
と
「
正
教
、
専
制
、
国
民
性
」

　
二
〇

年
代
に
入
る
と
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
の
外
交
政
策
は
保
守

化

し
、
憲
法
政
策
は
停
滞
し
、
普
遍
キ
リ
ス
ト
教
的
政
策
は
混
乱

し
、
破
綻
し
て
い
っ
“
）
O
　
1
八
二
四
年
に
宗
教
1
1
国
民
教
育
省
は

廃
止
さ
れ
、
宗
務
院
が
復
活
し
た
。
ゴ
リ
ツ
ィ
ン
は
罷
免
さ
れ
、

国
民
教
育
大
臣
に
就
任
し
た
の
は
シ
シ
コ
フ
で
あ
る
。
彼
の
教
育
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方
針
に
よ
れ
ば
、
国
民
教
育
は
「
ロ
シ
ア
的
」
で
あ
る
必
要
が
あ

り
、
全
ロ
シ
ア
の
異
教
徒
は
ロ
シ
ア
語
と
ロ
シ
ア
の
歴
史
、
法
を

学
ぶ
必
要
が
あ
る
。
教
育
に
必
要
な
道
徳
は
「
教
会
の
外
で
は
見

出
せ
な
い
も
の
で
あ
り
」
、
r
教
会
に
忠
実
な
息
子
た
ち
、
忠
実
な

臣
民
、
神
と
ツ
ァ
ー
リ
に
献
身
的
な
人
々
」
の
育
成
が
課
題
で
あ

る
。
神
秘
主
義
的
普
遍
主
義
的
な
信
仰
は
全
面
的
に
否
定
さ
れ

た
。
民
族
と
教
会
を
超
え
た
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
の
コ
ス
モ
ポ
リ
タ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ガ
ソ

ン
的
態
度
か
ら
の
一
八
o
度
の
転
換
で
あ
っ
た
。

　

さ
ら
に
、
一
八
二
五
年
一
二
月
一
日
に
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
は
四

七

歳
の
若
さ
で
、
南
方
の
地
タ
ガ
ン
ロ
ー
ク
で
急
逝
し
た
。
熱
病

で

あ
っ
た
。
彼
の
次
弟
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ン
（
ポ
ー
ラ
ン
ド
軍
総

司
令
官
）
が
帝
位
を
放
棄
し
て
い
た
こ
と
が
お
お
や
け
と
な
っ
て

い

な
か
っ
た
た
め
、
ワ
ル
シ
ャ
ワ
の
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ン
と
、
ペ

テ

ル

ブ

ル

ク
に
い
た
末
弟
ニ
コ
ラ
イ
の
双
方
が
互
い
を
皇
帝
と
認

め

て
忠
誠
を
誓
い
あ
う
事
態
に
な
っ
た
の
ち
、
ニ
コ
ラ
イ
が
帝
位

　
　
　
　
ハ
お
り

に

即
い
た
。
新
帝
ニ
コ
ラ
イ
一
世
は
一
二
月
一
四
日
に
デ
カ
ブ
リ

ス

ト
の
乱
に
見
舞
わ
れ
た
。
デ
カ
ブ
リ
ス
ト
た
ち
は
、
同
日
、
元

老
院
広
場
で
行
わ
れ
る
皇
帝
へ
の
宣
誓
式
を
妨
害
す
る
こ
と
を
蜂

起
の

第
一
歩
と
し
て
、
憲
法
制
定
な
ど
を
目
指
そ
う
と
す
る
も
、

失
敗

し
た
。
こ
の
乱
の
原
因
の
一
つ
は
、
立
憲
主
義
に
配
慮
し
て

き
た
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
一
世
の
改
革
意
欲
が
二
〇
年
代
に
衰
微
し

た
こ
と
へ
の
失
望
と
、
彼
の
死
去
に
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
彼

は
1
八
1
1
0
年
ま
で
に
ワ
ル
シ
ャ
ワ
で
密
か
に
帝
国
憲
法
案
を
作

成
さ
せ
て
い
た
が
、
こ
れ
に
、
デ
カ
ブ
リ
ス
ト
に
近
い
ピ
ョ
ー
ト

ル
・

ヴ
ャ
ゼ
ム
ス
キ
ー
が
、
少
な
く
と
も
フ
ラ
ン
ス
語
の
原
文
を

ロ

シ
ア
語
へ
翻
訳
す
る
任
務
で
関
与
し
て
い
た
。
彼
は
デ
カ
プ
リ

ス

ト
の
一
人
ニ
コ
ラ
イ
・
ト
ゥ
ル
ゲ
ー
ネ
フ
の
兄
ア
レ
ク
サ
ン
ド

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
お
ザ

ル

と
、
弟
の
セ
ル
ゲ
イ
に
憲
法
案
の
内
容
を
明
か
し
た
。
こ
の
憲

法
案
は
し
か
し
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
一
世
の
政
策
の
保
守
化
に
伴

い
、
そ
の
後
進
展
す
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。

　

ニ
コ

ラ
イ
一
世
は
即
位
当
時
二
九
歳
で
あ
っ
た
。
ア
レ
ク
サ
ン

ド
ル
と
は
年
の
離
れ
た
兄
弟
で
あ
り
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
が
祖
母

エ

カ
テ
リ
ー
ナ
ニ
世
の
も
と
で
育
て
ら
れ
、
ス
イ
ス
人
共
和
主
義

者

ラ
＝
ア
ル
プ
の
教
え
を
受
け
た
の
に
対
し
て
、
ニ
コ
ラ
イ
は
、

母
で

あ
る
パ
ー
ヴ
ェ
ル
の
妃
、
マ
リ
ア
・
フ
ヨ
ド
ロ
ヴ
ナ
の
手
元

で

育
て
ら
れ
た
。
時
に
ハ
ム
レ
ッ
ト
に
た
と
え
ら
れ
る
繊
細
な
ア

レ
ク
サ
ン
ド
ル
に
対
し
、
彼
は
強
い
精
神
の
持
ち
主
で
あ
っ
た
。

彼
は
元
々
保
守
的
な
上
に
デ
カ
ブ
リ
ス
ト
の
乱
に
遭
い
、
革
命
の
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わ

ず
か
な
芽
も
摘
み
取
ろ
う
と
し
、
厳
し
い
検
閲
を
敷
い
た
。

　

フ
ラ
ン
ス
七
月
革
命
と
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
一
一
月
蜂
起
で
始
ま
る

一
八
三
〇

年
代
に
は
、
動
乱
時
代
に
モ
ス
ク
ワ
が
ポ
ー
ラ
ン
ド
か

ら
解
放
さ
れ
た
一
六
一
二
年
と
、
1
八
1
二
年
と
が
歴
史
小
説
で

　
　
　
　
　
　
ハ
　
ザ

人
気
を
博
し
た
。
一
八
三
三
年
三
月
に
国
民
教
育
大
臣
と
な
っ
た

セ

ル

ゲ

イ
・
ウ
ヴ
ァ
ロ
フ
は
、
教
育
管
区
長
た
ち
へ
の
回
状
に
お

い

て
、
「
国
民
教
育
が
正
教
、
専
制
、
国
民
性
の
一
体
化
し
た
精

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ロ
ザ

神
で
行
わ
れ
る
こ
と
」
と
い
う
指
針
を
示
し
た
。

　
彼
の
政
策
の
一
般
的
な
原
則
は
、
同
年
一
一
月
の
ニ
コ
ラ
イ
一

　
　
　
　
　
ハ
ロ
ザ

世
へ
の
報
告
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
一
世
の
治

世
に

お

い
て

も
そ
う
だ
が
、
こ
の
よ
う
な
報
告
の
常
と
し
て
、
側

近
は
皇
帝
が
す
で
に
内
々
に
承
認
し
た
、
あ
る
い
は
承
認
す
る
と

期
待
で
き
る
内
容
を
報
告
す
る
。
こ
の
報
告
も
基
本
的
に
ニ
コ
ラ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
バ
ロ
ザ

イ
が
認
め
た
内
容
で
あ
る
と
考
え
て
よ
い
。

　

こ
こ
で
ウ
ヴ
ァ
ロ
フ
は
、
一
八
三
〇
年
に
ヨ
－
ロ
ッ
パ
諸
国
で

相
次
い
だ
革
命
的
状
況
に
鑑
み
、
ロ
シ
ア
は
独
自
の
道
を
行
く
べ

き
で
あ
る
と
述
べ
た
。
た
だ
し
、
ピ
ョ
ー
ト
ル
大
帝
よ
り
前
に
戻

ろ
う
と
し
た
の
で
は
な
い
。
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
啓
蒙
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の

諸
思
想
な
し
に
我
々
は
す
で
に
や
っ
て
い
け
な
い
。
し
か

し
、
そ
れ
ら
は
、
そ
れ
ら
を
う
ま
く
抑
制
す
る
こ
と
が
な
け
れ

ば
、
不
可
避
的
な
破
滅
に
よ
っ
て
我
々
を
脅
か
す
」
。
国
民
教
育

に

お

い
て

必
要
な
こ
と
は
、
「
知
性
の
指
向
を
秩
序
と
平
穏
の
範

囲
に
と
ど
め
、
一
般
的
秩
序
を
害
す
る
で
あ
ろ
う
あ
ら
ゆ
る
も
の

を
排
除
す
る
こ
と
」
で
あ
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
影
響
で
ロ
シ
ア
に

広
が
る
「
破
滅
的
な
諸
原
則
」
、
「
空
想
家
」
た
ち
の
「
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
的
形
式
へ
の
滑
稽
な
執
着
」
、
r
新
規
な
も
の
へ
の
情
熱
」
、
す

な
わ
ち
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
そ
の
ま
ま
模
倣
す
る
こ
と
が
、
ロ
シ
ア

独
自
の
「
宗
教
的
道
徳
的
政
治
的
諸
概
念
」
か
ら
r
統
一
性
」
を

奪
っ
て
き
た
。
し
か
し
い
ま
や
そ
れ
を
守
り
、
確
固
た
る
も
の
と

す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
は
「
猶
予
な
し
に
決
定
す
る
必
要
が
あ

る
国
家
の
課
題
」
、
F
祖
国
の
運
命
が
か
か
っ
て
い
る
課
題
」
で
あ

る
。
ウ
ヴ
ァ
ロ
フ
が
ロ
シ
ア
の
「
強
大
化
、
幸
福
」
だ
け
で
な
く

「存
続
」
自
体
の
た
め
に
、
つ
ま
り
啓
蒙
主
義
の
恩
恵
を
受
け
つ

つ
、
　
m
・
－
－
ロ
ッ
パ
の
よ
う
な
革
命
と
い
う
破
滅
を
避
け
る
た
め
に

守
る
べ
き
で
あ
る
と
見
な
す
原
則
が
、
「
正
教
、
専
制
、
国
民
性
」

で
あ
っ
た
。

　

ウ
ヴ
ァ
ロ
フ
は
「
強
力
で
博
愛
的
で
啓
蒙
的
な
専
制
」
と
述
べ

た
。
彼
は
専
制
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的
価
値
観
と
結
び
つ
け
て
捉
え
て
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い

た
こ
と
が
わ
か
る
。
彼
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
そ
の
ま
ま
模
倣
す
る

の

で

は
な
く
、
立
憲
主
義
や
議
会
主
義
で
な
い
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
望

　
　
　
　
　
　
　
ハ
ロ
　

ん

だ
の
で
あ
る
。

　
国
民
性
の
内
容
は
曖
昧
で
あ
り
、
そ
れ
に
関
し
て
述
べ
ら
れ
た

の

は
、
そ
れ
が
正
教
会
と
専
制
君
主
へ
の
忠
誠
と
結
び
つ
い
た
概

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
お
ザ

念
で

あ
る
と
い
う
こ
と
の
み
で
あ
る
。
国
民
性
は
「
玉
座
と
教
会

…
…
を
結
び
つ
け
る
」
も
の
で
あ
り
、
「
国
民
性
も
専
制
も
ひ
と

つ
の

源
か

ら
出
て
い
る
」
。
ロ
シ
ア
独
自
の
「
宗
教
的
道
徳
的
政

治
的
諸
概
念
」
を
「
ロ
シ
ア
の
国
民
性
の
神
聖
な
残
津
」
と
言
い

換
え
て
も
い
る
。
正
教
会
と
専
制
へ
の
献
身
と
国
民
性
と
は
同
義

の

よ
う
で
あ
る
。
「
国
民
性
と
専
制
は
…
…
ロ
シ
ア
国
民
の
歴
史

の

各
ペ
ー
ジ
に
お
い
て
結
合
し
て
い
る
」
と
も
い
う
。
一
方
、
国

民
性
の
概
念
は
時
代
に
よ
っ
て
変
化
す
る
も
の
で
あ
り
、
「
新
旧

の
概
念
」
の
統
一
は
困
難
で
あ
る
と
さ
れ
た
。
国
民
性
を
全
ロ
シ

ア
国
民
と
結
び
つ
け
る
の
か
、
ロ
シ
ア
民
族
と
結
び
つ
け
る
の
か

は

あ
い
ま
い
で
あ
り
、
一
七
世
紀
ま
で
の
ロ
シ
ア
の
伝
統
や
民
族

性
と
捉
え
る
見
方
を
否
定
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
だ
が
、
同
l
視

し
て
も
い
な
い
。
ウ
ヴ
ァ
ロ
フ
の
「
正
教
、
専
制
、
国
民
性
」
の

理
念

は
、
ロ
シ
ア
語
や
ロ
シ
ア
の
民
族
的
伝
統
を
特
別
に
重
視
し

た
シ
シ
コ
フ
の
考
え
と
は
異
な
る
。
一
方
、
ウ
ヴ
ァ
ロ
フ
の
考
え

は
カ
ト
リ
ッ
ク
や
ル
タ
ー
派
、
セ
ク
ト
、
立
憲
主
義
者
な
ど
を
排

　
　
ハ
パ
　

除

し
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
一
世
の
憲
法
政
策
や
普
遍
キ
リ
ス
ト
教

的
政
策
を
全
面
的
に
否
定
す
る
も
の
で
も
あ
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
一
世
か
ら
ニ
コ
ラ
イ
一
世
へ
の

政
治
の
大
転
換
が
、
大
聖
堂
の
計
画
を
大
き
く
左
右
す
る
こ
と
に

な
る
。

四
．
ト
ー
ン
の
大
聖
堂

　

ヴ
ィ
ト
ベ
ル
ク
の
聖
堂
建
設
は
当
初
か
ら
多
難
で
あ
っ
た
。
建

設

は
な
か
な
か
進
ま
な
か
っ
た
。
一
八
二
四
年
に
は
ゴ
リ
ツ
ィ
ン

が
宗
教
1
1
国
民
教
育
大
臣
を
解
任
さ
れ
た
。
彼
は
ヴ
ィ
ト
ベ
ル
ク

の
設
計
の
背
景
と
い
う
べ
き
普
遍
キ
リ
ス
ト
教
的
政
策
の
推
進
者

で

あ
り
、
ヴ
ィ
ト
ベ
ル
ク
の
擁
護
者
で
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
一
世

と
の
連
絡
役
で
も
あ
っ
た
。
ヴ
ィ
ト
ベ
ル
ク
は
こ
の
解
任
の
煽
り

を
受
け
た
。
一
八
二
五
年
に
は
、
建
築
に
必
要
な
大
き
な
石
を
運

ぶ

た
め
に
モ
ス
ク
ワ
川
と
ヴ
ォ
ル
ガ
川
を
結
ぶ
勅
令
が
下
っ
た

が
、
結
局
石
は
運
べ
な
か
っ
た
。
ヴ
ィ
ト
ベ
ル
ク
は
不
正
を
訴
え
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べ
に
り

た
が
、
彼
自
身
が
汚
職
を
疑
わ
れ
た
。
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
が
亡
v

な
り
、
彼
は
頼
み
綱
を
失
っ
た
。
一
八
二
七
年
、
建
設
委
員
会
が

廃
止
さ
れ
、
ヴ
ィ
ト
ベ
ル
ク
の
計
画
は
破
棄
さ
れ
た
。
一
八
二
九

年
に
ニ
コ
ラ
イ
一
世
は
救
世
主
ハ
リ
ス
ト
ス
大
聖
堂
の
た
め
の
新

し
い
計
画
を
募
集
し
た
。
一
八
三
二
年
、
ニ
コ
ラ
イ
は
、
ト
ー
ン

が
描
い

た
大
聖
堂
の
最
終
案
を
承
認
す
る
。

　
新
計
画

の
募
集
当
初
、
ニ
コ
ラ
イ
は
雀
ケ
丘
を
放
棄
す
る
こ
と

に

は

た

め

ら
い
を
示
し
た
が
、
建
築
に
関
す
る
彼
の
好
み
は
明
ら

か
だ
っ
た
。
す
で
に
彼
は
ト
ー
ン
を
評
価
し
て
い
た
。
一
八
二
七

年
に
遡
る
と
、
カ
リ
ン
キ
ン
橋
の
聖
エ
カ
テ
リ
ー
ナ
教
会
（
ペ
テ

ル

ブ

ル

ク
）
の
設
計
コ
ン
ペ
で
入
賞
者
が
な
か
な
か
出
な
か
っ
た

の

は
、
ニ
コ
ラ
イ
が
新
古
典
主
義
的
様
式
を
好
ま
な
か
っ
た
か
ら

で

あ
る
。
一
八
三
〇
年
に
、
美
術
ア
カ
デ
ミ
ー
総
裁
ア
レ
ク
セ

イ
’
オ
レ
ー
ニ
ン
が
教
区
の
聖
職
者
に
紹
介
し
た
の
が
、
ト
ー
ン

で

あ
っ
た
。
彼
は
ド
イ
ツ
系
の
都
市
民
の
息
子
で
、
↓
八
1
0
年

に
美
術
ア
カ
デ
ミ
ー
の
建
築
部
門
を
卒
業
し
、
1
八
二
四
年
か
ら

二
六
年
に
は
フ
ラ
ン
ス
と
イ
タ
リ
ア
へ
留
学
し
た
。
一
八
三
〇
年

に
彼
は
聖
エ
カ
テ
リ
ー
ナ
教
会
を
伝
統
的
要
素
を
強
調
し
て
設
計

し
、
採
用
さ
れ
た
。
同
年
彼
は
ア
カ
デ
ミ
ー
会
員
と
な
る
。
翌
年

に
は
ツ
ァ
ー
ル
ス
コ
エ
・
セ
ロ
ー
の
教
会
を
や
は
り
伝
統
的
要
素

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
い
ロ

を
採
り
入
れ
て
設
計
し
、
そ
の
際
、
ニ
コ
ラ
イ
に
拝
謁
し
た
。

　
一
方
、
ヴ
ィ
ト
ベ
ル
ク
は
国
庫
に
損
失
を
与
え
た
罪
で
、
一
八

三
五
年
に
ヴ
ャ
ト
カ
へ
流
刑
と
な
っ
た
。

　

計
画
が
進
ま
ず
彼
が
責
任
を
問
わ
れ
た
理
由
と
し
て
、
彼
の
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
・
ミ
ス
に
よ
る
財
政
破
綻
、
関
係
者
の
不
正
や
妬
み

が
指
摘

さ
れ
る
ほ
か
、
専
門
家
の
中
か
ら
は
、
傾
斜
し
た
土
地
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
ロ
ザ

大
建
築

を
建
て
る
こ
と
へ
の
疑
問
も
上
が
っ
て
い
た
。
す
で
に
述

べ

た
よ
う
に
、
彼
は
建
築
で
経
験
を
積
ん
で
い
な
か
っ
た
。
美
術

ア

カ
デ
ミ
ー
の
建
築
家
た
ち
と
は
建
築
開
始
前
か
ら
関
係
が
悪
化

　
　
　
　
こ
の
ザ

し
て
い
た
。
基
本
的
に
は
彼
が
ア
カ
デ
ミ
ー
の
建
築
家
で
は
な
い

ど
こ
ろ
か
、
建
築
の
専
門
教
育
を
受
け
て
お
ら
ず
、
従
来
の
建
築

様
式
と
異
な
っ
た
か
ら
で
も
あ
ろ
う
。

　

し
か
し
な
に
よ
り
、
彼
の
設
計
の
背
景
で
あ
る
普
遍
主
義
的
政

策
が
破
綻
し
た
こ
と
、
そ
し
て
、
ニ
コ
ラ
イ
一
世
が
普
遍
主
義
的

教
会
の
計
画
を
破
棄
す
る
こ
と
を
望
ん
だ
こ
と
が
、
彼
と
計
画
の

　
　
　
　
　
　
ハ
ヨ
ザ

運
命
を
決
め
た
。
彼
の
建
設
事
業
が
本
格
化
し
た
一
八
1
1
1
年
に

は
、
す
で
に
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
の
政
策
は
保
守
化
し
、
混
迷
を
始

め

て

い
た
の
で
あ
る
。
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ハ
リ
ス
ト
ス
大
聖
堂
に
関
す
る
ト
ー
ン
の
設
計
は
、
玉
ね
ぎ
型

の

ド
＿
ム
な
ど
、
ロ
シ
ア
の
一
七
世
紀
ま
で
の
、
す
な
わ
ち
「
伝

統
的
」
、
「
ロ
シ
ア
的
」
と
見
な
さ
れ
る
正
教
会
建
築
か
ら
の
継
承

を
強
く
印
象
づ
け
る
。
そ
の
立
地
と
し
て
、
ト
ー
ン
は
ヴ
イ
ト
ベ

ル

ク
と
異
な
り
、
聖
堂
自
体
が
目
立
つ
高
所
を
選
ば
な
か
っ
た
。

彼
の
聖
堂
は
モ
ス
ク
ワ
の
中
心
部
、
ク
レ
ム
リ
ン
の
隣
に
あ
り
、

聖
堂
の
正
教
的
要
素
の
強
調
に
よ
り
、
ク
レ
ム
リ
ン
と
そ
の
内
部

の

ウ
ス
ペ
ン
ス
キ
－
大
聖
堂
と
い
う
一
七
世
紀
以
前
の
モ
ス
ク
ワ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ヱ
ザ

の

建
築
遺
産
と
調
和
す
る
。
新
聖
堂
の
た
め
の
建
設
委
員
会
の
長

ミ
ハ
イ
ル
・
モ
ス
ト
フ
ス
キ
ー
が
［
八
八
三
年
に
発
行
し
た
大
聖

堂
に
関
す
る
カ
タ
ロ
グ
に
は
こ
う
記
さ
れ
た
。
「
建
築
の
全
体
的

性
格

は
、
陛
下
の
意
図
に
し
た
が
い
、
古
い
ロ
シ
ア
の
教
会
を
思

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
お
ザ

い

出
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
」
。
こ
の
よ
う
に
ト
ー
ン
の
設
計
は
た

し
か
に
、
「
古
い
ロ
シ
ア
」
の
様
式
、
す
な
わ
ち
伝
統
的
、
か
つ
、

民
族
的
と
認
識
さ
れ
て
い
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
彼
の
建
築
は
多
く
の
点
で
、
一
七
世
紀
ま
で

の
伝
統

と
無
縁
で
あ
っ
た
。
ま
ず
、
そ
の
巨
大
さ
で
あ
る
。
さ
ら

に
、
そ
の
基
本
的
構
造
は
幾
何
学
的
形
態
と
絶
対
的
な
規
則
性
、

厳
格

な
均
衡
を
特
徴
と
し
、
新
古
典
主
義
的
で
あ
っ
た
。
聖
堂

は
、
上
か
ら
見
る
と
、
伝
統
的
聖
堂
に
特
徴
的
な
、
至
聖
所
を
収

め

る
後
陣
（
聖
堂
の
外
に
張
り
出
し
た
部
分
）
を
持
た
ず
、
完
壁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
ザ

に
対
称
的
な
十
字
形
を
し
て
い
る
。

　
建
築
上
の
伝
統
的
表
現
は
、
円
蓋
の
玉
ね
ぎ
型
の
形
状
、
巨
大

な
ア
ル
カ
ト
ゥ
ー
ラ
（
ア
ー
チ
の
帯
）
、
ザ
コ
マ
－
－
ラ
（
外
壁
上

部
の
二
本
の
柱
の
間
の
半
円
形
ひ
さ
し
状
部
分
）
、
白
い
石
の
彫

刻
模
様
、
遠
近
法
を
用
い
て
規
模
を
縮
小
し
な
が
ら
奥
に
引
っ
込

む
複
数
の
ア
ー
チ
状
の
段
か
ら
成
る
ポ
ー
タ
ル
（
入
り
口
）
と
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
ロ

う
純
粋
に
外
面
的
、
装
飾
的
な
と
こ
ろ
に
限
定
さ
れ
る
。
こ
の
よ

う
な
伝
統
的
な
デ
ザ
イ
ン
が
、
本
質
的
に
新
古
典
主
義
的
で
ヨ
ー

ロ

ッ
パ
的
な
構
造
を
飾
る
。
こ
の
建
築
は
一
八
三
〇
年
代
か
ら
二

o
世
紀
初
頭
の

折
衷
主
義
の
ひ
と
つ
の
分
枝
、
ネ
オ
ー
ー
ロ
シ
ア
様

式
の
も
の
で
あ
り
、
そ
の
第
一
段
階
で
あ
る
ロ
シ
ア
ー
ー
ビ
ザ
ン
ツ

様
式
の
典
型
で
あ
る
。
聖
堂
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
性
を
基
本
に
備
え
な

が

ら
、
た
だ
完
全
に
そ
れ
に
従
う
の
で
は
な
く
、
ロ
シ
ア
的
な
特

徴
を
加
え
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
明
と
歩
調
を
合
わ
せ
つ
つ
，
ロ
シ

ア

の
独
自
性
を
守
ろ
う
と
し
た
ウ
シ
ャ
コ
フ
の
立
場
と
通
じ
る
。

　
さ
て
、
こ
の
大
聖
堂
外
壁
の
高
浮
彫
は
、
新
古
典
主
義
的
構
造

の

上

に
あ
っ
て
正
教
会
と
専
制
の
つ
な
が
り
を
強
調
し
、
建
築
上

52



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ぷ
　

の
限

ら
れ
た
ロ
シ
ア
的
伝
統
的
表
現
を
補
う
。
そ
の
題
材
は
、
ニ

コ

ラ
イ
一
世
の
命
令
の
下
、
モ
ス
ク
ワ
府
主
教
フ
ィ
ラ
レ
ー
ト
に

よ
り
一
八
四
四
年
に
選
ば
れ
た
。
制
作
は
美
術
ア
カ
デ
ミ
ー
の
教

授

た
ち
に
命
じ
ら
れ
た
。
外
壁
の
高
浮
彫
は
一
八
四
六
年
に
制
作

が
開
始
さ
れ
、
設
置
は
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
ニ
世
の
治
世
、
一
八
六

　
　
　
　
　
　
ご
こ

三

年
と
な
る
。
高
浮
彫
は
上
層
と
下
層
に
あ
り
、
上
層
は
ザ
コ

マ

ー
ラ
の
中
に
、
下
層
は
ポ
ー
タ
ル
の
ア
ー
チ
の
上
辺
な
ど
に
置

か
れ
た
。

　
西
側

の
正
面
フ

ァ

サ

ー
ド
上
段
の
中
央
ザ
コ
マ
ー
ラ
に
は
救
世

主
キ
リ
ス
ト
の
像
が
、
他
の
三
面
の
中
央
ザ
コ
マ
ー
ラ
に
は
聖
母

像

が

刻
ま
れ
た
。
南
側
に
は
ス
モ
レ
ン
ス
ク
の
聖
母
像
。
ク

ト
ゥ
－
ゾ
フ
の
命
令
に
よ
り
、
八
月
二
⊥
ハ
日
の
ボ
ロ
ジ
ノ
の
戦
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご
ト
　

の

前
日
に
、
軍
と
と
も
に
あ
っ
た
の
も
そ
れ
で
あ
る
。
東
側
に

は
、
ボ
ロ
ジ
ノ
の
戦
い
の
日
が
祝
日
で
あ
る
ウ
ラ
ジ
ー
ミ
ル
の
聖

母
像
。
北
側
に
は
イ
ヴ
ィ
ロ
ン
の
聖
母
像
。
こ
れ
は
、
赤
の
広
場

に
面
す
る
復
活
門
の
小
礼
拝
堂
に
あ
っ
た
イ
ヴ
ィ
ロ
ン
の
聖
母
像

を
範
と
す
る
。
こ
の
小
礼
m
堂
　
（
＝
ハ
六
九
年
創
建
）
は
一
八
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ぶ
シ

ニ
年
に
焼
失
し
た
後
に
再
建
さ
れ
た
。

　
西

側
正
面
フ
ァ
サ
ー
ド
の
上
段
の
四
つ
の
小
ザ
コ
マ
ー
ラ
に
は

ア

レ
ク
サ
ン
ド
ル
一
世
と
二
世
、
ニ
コ
ラ
イ
一
世
、
ア
レ
ク
サ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
バ
　
　

ド
ル
一
世
妃
と
二
世
妃
を
意
味
す
る
四
聖
人
が
置
か
れ
た
。
こ
う

し
て
彼
ら
が
神
に
守
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
た
。
下
段
の
右
手

角
に
は
、
ダ
ヴ
ィ
デ
の
玉
座
に
即
く
ソ
ロ
モ
ン
王
、
左
手
角
に

は
、
ソ
ロ
モ
ン
に
神
殿
の
図
面
を
渡
す
ダ
ヴ
ィ
デ
。
こ
う
し
て
専

制
君
主
に

よ
る
大
聖
堂
の
建
設
が
、
聖
書
に
収
め
ら
れ
た
物
語
に

な
ぞ
ら
え
ら
れ
た
。

　

こ
の
正
面
フ
ァ
サ
ー
ド
が
向
v
西
側
か
ら
、
1
八
1
二
年
に
ナ

ポ

レ
オ
ン
は
大
軍
を
引
き
連
れ
て
き
た
。
そ
の
下
段
、
中
央
ポ
ー

タ
ル
の
ア
ー
チ
に
は
、
「
万
軍
の
主
は
我
ら
と
共
に
お
ら
れ
る
」

と
詩
編
の
一
節
が
書
か
れ
た
羊
皮
紙
を
持
つ
二
天
使
。
1
八
1
二

年
八
月
一
四
日
に
モ
ス
ク
ワ
の
義
勇
軍
が
モ
ジ
ャ
イ
ス
ク
に
向
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ぷ
ザ

て

出
発
し
た
こ
と
の
記
念
で
あ
る
。
右
手
ポ
ー
タ
ル
の
ア
ー
チ
に

刻

ま
れ
た
教
会
旗
を
十
字
に
持
つ
二
天
使
は
、
モ
ス
ク
ワ
義
勇
軍

が

軍
旗
の
代
わ
り
に
教
会
旗
を
持
っ
た
こ
と
を
記
念
し
た
。
こ
う

し
て
1
八
1
二
年
の
勝
利
は
神
と
教
会
が
も
た
ら
し
た
と
表
現
さ

れ
た
。

　
南
側
フ

ァ

サ

ー
ド
は
、
一
八
一
二
年
の
戦
争
を
勝
利
に
導
い
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
リ
ザ

い

v
つ
か
の
戦
い
の
場
に
向
く
。
上
段
の
前
述
の
ス
モ
レ
ン
ス
ク
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の

聖
母
像
の

両
側
の
四
つ
の
小
ザ
コ
f
r
　
p
t
ラ
に
は
、
一
〇
月
六
日

の

タ
ル
チ
ノ
の
戦
い
や
1
0
月
l
二
日
の
マ
ロ
ヤ
ス
ラ
ヴ
ェ
ツ
の

戦
い
な
ど
を
記
念
す
る
四
聖
人
が
描
か
れ
た
。
下
段
の
中
央
ポ
ー

タ
ル
の
ア
ー
チ
に
は
、
総
司
令
官
ミ
ハ
イ
ル
・
ク
ト
ゥ
－
－
ゾ
フ
の

守
護
天
使
「
大
天
使
ミ
ハ
イ
ル
（
ミ
カ
エ
ル
）
が
〔
主
の
軍
の
将

軍

と
し
て
〕
イ
ー
ス
ス
・
ナ
ヴ
ィ
ン
（
ヨ
シ
ュ
ア
）
の
も
と
に
現

れ

た
図
」
が
あ
る
。
こ
う
し
て
、
聖
母
と
天
使
、
聖
人
に
よ
っ
て

＝
八
一
1
l
年
」
が
キ
リ
ス
ト
教
的
に
表
現
さ
れ
、
神
と
教
会
に

よ
る
勝
利
と
い
う
意
味
づ
け
が
一
層
強
ま
っ
た
。
右
手
角
に
は
、

エ

ラ
ム
の
王
た
ち
に
勝
利
し
た
ア
ブ
ラ
ハ
ム
が
メ
ル
キ
ゼ
デ
ク
に

よ
っ
て
迎
え
ら
れ
て
い
る
図
、
左
手
角
に
は
、
ゴ
リ
ア
テ
に
勝
利

し
た
後
に
ダ
ヴ
ィ
デ
が
女
性
た
ち
の
歓
喜
に
迎
え
ら
れ
て
い
る
図

が
描
か
れ

た
。
こ
う
し
て
、
＝
八
一
二
年
」
の
神
に
よ
る
勝
利

が
聖
書
の
物
語
に
な
ぞ
ら
え
ら
れ
る
。

　
1
八
1
1
二
年
と
一
四
年
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
の
戦
い
に
つ
い
て

は
、
北
側
フ
ァ
サ
ー
ド
上
段
の
イ
ヴ
ィ
ロ
ン
の
聖
母
像
の
両
側
の

四

つ
の
ザ
コ

マ

ー
ラ
に
、
四
つ
の
戦
い
を
示
す
聖
人
た
ち
が
刻
ま

れ

た
。
一
八
一
二
年
に
比
べ
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
の
勝
利
へ
の
関

心

は
相
対
的
に
低
い
。

　

ク
レ
ム
リ
ン
に
臨
む
東
側
フ
ァ
サ
ー
ド
の
下
段
に
は
、
モ
ス
ク

ワ
府
主
教
聖
ペ
ト
ル
と
聖
ア
レ
ク
シ
イ
を
は
じ
め
と
し
て
、
聖
セ

ル

ギ

イ
（
三
位
一
体
聖
セ
ル
ギ
イ
修
道
院
創
建
者
）
な
ど
モ
ス
ク

イ
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な

一
占
ボ

　
　
　
　
一
　
　
已
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図4「ポジャルスキー公と市民ミーニンを祝福する聖ディオニシイ」
　　（現在の大聖堂北側の高浮彫。2019年3月筆者撮影）
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ワ
大
公
国
ゆ
か
り
の
列
聖
さ
れ
た
聖
職
者
た
ち
と
、
初
代
モ
ス
ク

ワ
公
ダ
ニ
ー
ル
な
ど
が
刻
ま
れ
た
。
こ
う
し
て
、
教
会
と
共
に
歩

ん

だ
ロ
シ
ア
の
歴
史
が
描
か
れ
る
。

　
北
側
下
段
右
手
の
小
ポ
ー
タ
ル
の
ア
ー
チ
に
は
、
九
八
八
年
に

ビ
ザ
ン
ツ
か
ら
正
教
を
受
容
し
た
キ
エ
フ
大
公
ウ
ラ
ジ
ー
ミ
ル

（聖

公
）
と
、
す
で
に
1
0
世
紀
半
ば
に
洗
礼
を
受
け
て
い
た
そ

の
祖

母
オ
リ
ガ
大
公
妃
、
左
手
小
ポ
ー
タ
ル
の
ア
ー
チ
に
、
キ
リ

ス

ト
教
を
公
認
し
た
ビ
ザ
ン
ツ
皇
帝
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ヌ
ス
大
帝

と
そ
の
母
ヘ
レ
ナ
。
キ
リ
ス
ト
教
の
受
容
に
関
し
て
、
ロ
シ
ア
と

ビ
ザ
ン
ツ
帝
国
の
歴
史
を
並
行
し
て
示
し
た
。
こ
の
北
側
下
段
の

角
の
右
手
に
、
タ
タ
ー
ル
と
の
ク
リ
コ
ヴ
ォ
の
戦
い
　
（
1
1
1
1
八
O

年
）
に
向
か
う
ド
ミ
ト
リ
ー
・
ド
ン
ス
コ
イ
大
公
を
祝
福
す
る
聖

セ

ル

ギ

イ
。
左
手
に
、
「
モ
ス
ク
ワ
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
か
ら
の
解

放

を
期
し
て
、
ポ
ジ
ャ
ル
ス
キ
ー
公
と
市
民
ミ
ー
ニ
ン
を
祝
福
す

る
聖
デ
ィ
オ
ニ
シ
イ
」
の
図
（
図
4
）
が
あ
る
。
美
術
ア
カ
デ

ミ
ー
教
授
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
・
ロ
ガ
ノ
フ
ス
キ
－
　
（
1
八
一
o
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
バ
　

五

五
）
の
作
品
で
あ
り
、
ニ
コ
ラ
イ
一
世
の
晩
年
に
あ
た
る
。

　

こ
の
「
ポ
ジ
ャ
ル
ス
キ
ー
公
と
市
民
ミ
ー
ニ
ン
を
祝
福
す
る
聖

デ

イ
オ
ニ
シ
イ
」
の
図
を
、
一
八
一
八
年
に
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
一

世

に
よ
っ
て
設
置
さ
れ
た
赤
の
広
場
の
「
市
民
ミ
ー
ニ
ン
と
ポ

ジ
ャ
ル
ス
キ
ー
公
の
像
」
と
比
較
し
て
お
こ
う
。

　
前
述
の
よ
う
に
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
一
世
は
一
八
一
二
年
に
民
族

的
伝
統
的
ロ
シ
ア
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
ポ
ジ
ャ
ル
ス
キ
ー
と
ミ
ー

ニ

ン
を
利
用
し
た
も
の
の
、
赤
の
広
場
の
一
八
一
八
年
の
像
に
お

い
て

は
、
二
人
は
ロ
ー
マ
風
に
装
い
、
い
わ
ば
「
世
界
市
民
」
と

し
て
描
か
れ
た
。
一
方
、
こ
の
大
聖
堂
の
高
浮
彫
に
お
い
て
は
、

衣
装
は
ロ
シ
ア
風
で
あ
る
。

　
1
八
1
八
年
の
像
で
は
、
ミ
ー
ニ
ン
が
立
ち
、
彼
が
ポ
ジ
ャ
ル

ス

キ
－
に
指
揮
を
と
る
よ
う
に
促
し
て
い
た
。
大
聖
堂
で
は
、

ミ
ー
ニ
ン
は
へ
り
く
だ
り
、
中
央
に
立
つ
の
は
ポ
ジ
ャ
ル
ス
キ
ー

で

あ
る
。
専
制
を
支
え
る
身
分
制
の
原
理
が
尊
重
さ
れ
た
こ
と
が

わ
か
る
。
マ
・
、
ー
ニ
ン
と
ポ
ジ
ャ
ル
ス
キ
ー
」
で
は
な
く
、
「
ポ

ジ
ャ
ル
ス
キ
ー
と
ミ
ー
ニ
ン
」
の
表
記
で
あ
る
こ
と
は
象
徴
的
で

あ
る
。
な
お
、
完
成
し
た
大
聖
堂
の
内
部
に
掲
げ
ら
れ
た
戦
死
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
ぷ
り

の
名
も
士
官
に
限
ら
れ
た
。

　
ポ

ジ

ャ

ル

ス

キ
－
の
重
視
は
当
時
の
一
般
的
傾
向
と
一
致
す

る
。
一
八
世
紀
後
半
以
降
、
ポ
ジ
ャ
ル
ス
キ
ー
を
重
視
す
る
詩
や

戯
曲
が
多
い
中
、
一
九
世
紀
初
頭
に
は
、
ミ
ー
ニ
ン
を
「
市
民
」
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と
し
て
礼
賛
す
る
ボ
ブ
ロ
フ
の
詩
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
リ
ベ
ラ

ル

で
コ

ス

モ
ポ

リ
タ
ン
な
立
場
も
あ
り
、
ミ
ー
ニ
ン
の
存
在
感
は

そ
れ
以
前
よ
り
も
増
し
て
い
た
。
し
か
し
、
ニ
コ
ラ
イ
一
世
の
治

世
に

は
、
ミ
ー
ニ
ン
重
視
の
論
調
は
影
を
潜
め
た
。
一
八
二
六
年

五
月
に
亡
く
な
っ
た
ニ
コ
ラ
イ
・
カ
ラ
ム
ジ
ン
の
遣
稿
を
元
に
一

八
二
九
年
に

出
版
さ
れ
た
『
ロ
シ
ア
国
家
史
』
第
一
二
巻
に
は
、

ポ

ジ

ャ
ル
ス
キ
ー
は
登
場
す
る
が
、
ミ
ー
ニ
ン
の
名
は
な
い
。
一

八
三

二

年
の
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
の
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ン
ス
キ
－
劇
場

の

柿

落
公
演
は
、
マ
ト
ヴ
ェ
イ
・
ク
リ
ュ
コ
フ
ス
キ
ー
の
『
ポ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ジ

ャ

ル

ス

キ
ー
』
（
一
八
o
七
年
）
で
あ
っ
た
。
ミ
ー
ニ
ン
も
登

場
す
る
も
の
の
、
主
役
は
ポ
ジ
ャ
ル
ス
キ
－
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
1
八
1
八
年
と
は
異
な
り
、
大
聖
堂
の
高
浮
彫
に

お

い
て

は
、
ミ
ー
ニ
ン
で
は
な
く
ポ
ジ
ャ
ル
ス
キ
ー
が
重
視
さ
れ

た
の
だ
が
、
最
大
の
相
違
は
、
一
八
一
八
年
に
は
ミ
ー
ニ
ン
と
ポ

ジ
ャ
ル
ス
キ
ー
の
二
人
だ
け
で
絵
は
完
結
し
て
い
た
が
、
大
聖
堂

の

高
浮
彫
で
は
聖
職
者
が
参
加
し
た
だ
け
で
は
な
く
、
際
だ
っ
た

存
在
感
を
得
た
点
で
あ
る
。
タ
イ
ト
ル
に
お
い
て
も
焦
点
は
聖

デ

イ
オ
ニ
シ
イ
（
三
位
一
体
聖
セ
ル
ギ
イ
修
道
院
長
）
に
置
か
れ

て

い

る
。
こ
う
し
て
、
ロ
シ
ア
の
歴
史
に
お
い
て
正
教
会
の
聖
職

者
が
外
敵
と
の
戦
い
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
こ
と
が
表
現
さ

れ

た
。
こ
の
よ
う
な
伝
統
的
物
語
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的
骨
格
の
う
え

に
語
ら
れ
た
。

　

こ
う
し
て
、
大
聖
堂
は
ヴ
ィ
ト
ベ
ル
ク
の
も
の
と
異
な
り
、
普

遍
キ
リ
ス
ト
教
の
思
想
を
表
現
し
た
も
の
で
も
、
市
民
概
念
へ
の

配
慮
を
示
し
た
も
の
で
も
な
く
な
っ
た
。
大
聖
堂
は
そ
の
装
飾
に

よ
っ
て
、
正
教
会
に
支
え
ら
れ
た
専
制
、
外
敵
に
対
す
る
ロ
シ
ア

正

教
会
の

勝
利
を
高
く
知
ら
し
め
、
賛
美
す
る
も
の
と
な
っ
た
。

そ
の
一
方
、
そ
の
構
造
に
お
い
て
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
建
築
で
あ
っ
た

こ
と
を
い
ま
一
度
確
認
し
て
お
v
。
そ
れ
は
ウ
ヴ
ァ
ロ
フ
の
「
正

教
、
専
制
、
国
民
性
」
の
原
則
に
合
致
し
て
い
た
。

　

こ
の
巨
大
な
大
聖
堂
は
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
三
世
の
治
世
、
一

八
八
三
年
に
よ
う
や
く
聖
別
式
を
迎
え
る
。
な
お
、
寄
付
も
あ
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
お
ザ

た
が
、
資
金
建
設
の
費
用
は
、
ほ
と
ん
ど
国
家
が
負
担
し
た
。

五
．
ス
サ
ー
ニ
ン
と
民
族
衣
装

　
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
建
築
の
骨
格
の
う
え
に
際
立
つ
民
族
的
伝
統
的
装

飾
と
い
う
組
み
合
わ
せ
に
通
じ
る
二
つ
の
例
を
挙
げ
て
お
こ
う
。
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ニ
コ

ラ
イ
一
世
の
時
代
、
ミ
ハ
イ
ル
・
ロ
マ
ノ
ブ
の
居
場
所
に

つ
い
て

ポ

ー
ラ
ン
ド
兵
に
嘘
を
教
え
て
君
主
の
危
機
を
救
っ
た
と

い

う
農
民
イ
ヴ
ァ
ン
・
ス
サ
ー
ニ
ン
の
表
象
が
重
要
性
を
帯
び

　が
り
た
。
1
八
1
1
H
〈
u
r
1
1
月
二
七
日
、
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
の
ボ
リ
シ
ョ

イ
・
カ
－
メ
ン
ヌ
イ
劇
場
に
お
い
て
、
ス
サ
－
ニ
ン
を
主
人
公
と

し
て
ミ
ハ
イ
ル
・
グ
リ
ン
カ
が
作
曲
し
た
ロ
シ
ア
語
の
オ
ペ
ラ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
き

『
ツ

ァ
ー
リ
に
捧
げ
た
命
』
が
初
演
さ
れ
、
大
成
功
を
収
め
た
。

ロ

マ
ン

派
の
詩
人
で
皇
太
子
の
傅
育
官
で
あ
っ
た
ヴ
ァ
シ
ー

リ
－
・
ジ
ュ
コ
フ
ス
キ
ー
が
グ
リ
ン
カ
に
こ
の
テ
ー
マ
を
勧
め

ハ
　
　

た
。　

こ
の
オ
ペ
ラ
で
、
ス
サ
－
ニ
ン
は
自
分
の
娘
の
婚
礼
を
全
国
会

議

に
お
け
る
ツ
ァ
ー
リ
の
選
出
ま
で
延
期
し
、
ミ
ハ
イ
ル
・
ロ
マ

ノ
ブ
選
出
の
知
ら
せ
を
聞
く
と
、
自
分
の
養
子
に
ツ
ァ
ー
リ
に
仕

え
る
よ
う
に
命
じ
る
。
そ
し
て
、
攻
め
入
っ
た
ポ
ー
ラ
ン
ド
軍
が

新
し
い
ツ
ァ
ー
リ
の
隠
れ
家
に
案
内
す
る
よ
う
に
彼
に
強
い
た

時
、
彼
は
、
ツ
ァ
ー
リ
の
家
は
「
神
の
要
塞
に
取
り
囲
ま
れ
」
、

そ
の
も
と
に
ロ
シ
ア
の
軍
が
集
結
し
て
い
る
、
と
言
う
（
第
三
幕

第
六
場
）
。
ス
サ
－
ニ
ン
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
を
沼
や
森
に
連
れ
て

行
き
、
道
に
迷
わ
せ
、
感
づ
い
た
彼
ら
に
よ
り
殺
害
さ
れ
る
。
国

民

は
皇
帝
の
た
め
に
生
き
、
死
ぬ
と
い
う
理
念
が
描
か
れ
た
。
そ

し
て
、
エ
ピ
ロ
ー
グ
で
ジ
ュ
コ
フ
ス
キ
ー
の
詩
に
よ
る
合
唱
「
栄

え
あ
れ
」
に
よ
り
、
赤
の
広
場
で
国
民
が
皇
帝
と
王
朝
を
称
え

る
。
「
栄
光
あ
れ
、
我
ら
が
ロ
シ
ア
の
ツ
ァ
ー
リ
よ
1
　
神
が
我

ら
に
与
え
た
も
う
、
我
ら
が
支
配
者
よ
1
　
王
朝
よ
、
永
久
に
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
ソ

王
朝
に
よ
り
ロ
シ
ア
国
民
に
栄
え
あ
れ
1
」

　

こ
の
オ
ペ
ラ
は
「
正
教
、
専
制
、
国
民
性
」
の
原
則
を
表
現
し

て

い

た
。
そ
の
国
民
性
は
、
ス
サ
－
ニ
ン
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
化
さ
れ

た
貴
族
で
は
な
く
農
民
で
あ
る
こ
と
に
よ
り
、
民
族
性
に
近
づ
く

こ
と
は
た
し
か
で
あ
る
。
オ
ペ
ラ
に
は
ロ
シ
ア
民
謡
が
と
り
い
れ

ら
れ
、
印
象
的
な
ロ
シ
ア
的
場
面
が
あ
る
。
そ
の
一
方
、
民
謡
に

直
接
基
づ
く
声
楽
曲
は
［
部
で
あ
り
、
多
く
の
声
楽
曲
は
イ
タ
リ

ア

的
要
素
を
持
ち
、
ロ
シ
ア
的
要
素
は
、
不
規
則
な
フ
レ
ー
ジ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ハ
ず

グ
と
長
短
調
の
交
代
な
ど
に
限
ら
れ
た
。
音
楽
は
、
基
本
的
に

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
も
の
で
あ
る
。

　
い

ま
ひ
と
つ
の
例
を
挙
げ
る
。
1
八
四
八
年
の
「
諸
国
民
の

春
」
の
翌
年
、
復
活
祭
の
モ
ス
ク
ワ
で
、
ト
ー
ン
が
設
計
し
完
成

し
た
ネ
オ
ー
ー
ロ
シ
ア
様
式
の
建
築
、
ク
レ
ム
リ
ン
大
宮
殿
の
聖
別

式
が
行
わ
れ
た
。
四
月
九
日
と
一
一
日
に
は
仮
面
舞
踏
会
が
催
さ
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れ

た
。
イ
ギ
リ
ス
の
ほ
か
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
な
ど
も
含
む
ロ
シ
ア
帝

国
の
様
々
な
地
域
の
代
表
者
、
さ
ら
に
、
ス
サ
ー
ニ
ン
の
ほ
か
、

ポ
ジ
ャ
ル
ス
キ
ー
と
ミ
ー
ニ
ン
、
モ
ス
ク
ワ
大
学
創
設
者
ミ
ハ
イ

ル
・

ロ

モ

ノ
－
ソ
フ
、
イ
ェ
ル
マ
ー
ク
と
い
う
ロ
シ
ア
の
歴
史
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ワ
ザ

の
人

物
に
扮
し
た
貴
族
た
ち
が
行
進
や
舞
踏
を
楽
し
ん
だ
。

　
小
説
家
の
セ
ル
ゲ
イ
・
ア
ク
サ
ー
コ
フ
は
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
の
息

子

イ
ヴ
ァ
ン
へ
の
書
簡
の
中
で
、
仮
装
舞
踏
会
に
つ
い
て
、
「
新

旧
ロ
シ
ア
の
民
族
衣
装
に
身
を
包
む
祝
祭
」
で
あ
る
と
書
い
た
。

ポ

リ
ス
・
シ
ェ
ヴ
ィ
リ
ョ
フ
は
こ
う
記
し
た
。
「
新
旧
全
ロ
シ
ア

の
衣
装
の

豊
か
な
外
見
と
多
様
性
」
を
皇
帝
と
帝
室
の
メ
ン
バ
ー

に
見
せ
る
と
い
う
「
モ
ス
ク
ワ
の
貴
族
た
ち
の
一
致
し
た
望
み
」

が
叶
っ
た
。
「
厳
し
く
思
慮
深
い
我
ら
が
君
主
の
瞳
が
こ
の
ロ
シ

ア

の

祝

日
を
楽
し
ん
だ
。
明
る
い
微
笑
か
ら
、
彼
の
ロ
シ
ア
の
心

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ぶ
ソ

が
喜
ん
で
い
る
と
わ
か
っ
た
」
。

　

し
か
し
、
ス
ラ
ヴ
派
と
ニ
コ
ラ
イ
一
世
の
考
え
の
相
違
が
次
の

逸
話
か

ら
明
ら
か
に
な
る
。

　
ス

ラ
ヴ
派
は
そ
の
祝
祭
を
き
っ
か
け
に
「
ロ
シ
ア
服
」
に
夢
中

に
な
っ
た
。
モ
ス
ク
ワ
で
は
、
ス
ラ
ヴ
派
の
ア
レ
ク
セ
イ
・
ホ

ミ
ャ
コ
フ
と
、
前
述
の
セ
ル
ゲ
イ
の
息
子
で
同
じ
く
ス
ラ
ヴ
派
の

コ

ン
ス
タ
ン
チ
ン
・
ア
ク
サ
ー
コ
フ
た
ち
が
あ
ご
ひ
げ
を
伸
ば

し
、
F
ロ
シ
ア
の
」
服
装
を
身
に
つ
け
た
o
セ
ル
ゲ
イ
自
身
も
そ

う
し
た
。
す
る
と
、
内
務
省
か
ら
、
各
貴
族
団
長
へ
回
状
が
発
せ

ら
れ
た
。
「
最
近
す
べ
て
の
県
か
ら
、
あ
ご
ひ
げ
を
蓄
え
る
も
の

の
数
が
た
い
そ
う
増
え
た
と
い
う
報
告
が
あ
っ
た
が
、
陛
下
は
、

ロ

シ
ア
貴
族
が
あ
ご
ひ
げ
を
蓄
え
る
こ
と
を
好
ま
し
く
な
い
と
お

考
え
で
あ
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
あ
ご
ひ
げ
は
、
＝
疋
の
思
想
様
式

の
印
、
看
板
で
あ
る
。
…
…
あ
ご
ひ
げ
は
、
貴
族
が
選
出
に
よ
り

勤

務
す
る
こ
と
を
妨
げ
る
で
あ
ろ
う
、
と
陛
下
は
お
考
え
で
あ

ハみ
ね
る
」
。
あ
ご
ひ
げ
を
蓄
え
た
貴
族
を
貴
族
集
会
で
役
人
と
し
て
選

ん

で
は

い

け
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
あ
ご
ひ
げ
は
当
時
ヨ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
じ

ロ

ッ

パ
で
は

ユ
ダ
ヤ
人
か
過
激
派
を
意
味
し
た
。

　

こ
の
回
状
は
ア
ク
サ
ー
コ
フ
た
ち
を
落
胆
さ
せ
た
。
コ
ン
ス
タ

ン
チ
ン
・
ア
ク
サ
ー
コ
フ
は
こ
う
書
い
た
。
「
ロ
シ
ア
服
に
は
あ

ご

ひ

げ
が
不
可
欠
だ
」
。
「
あ
ご
ひ
げ
の
禁
止
は
ロ
シ
ア
服
の
禁
止

を
意
味
す
る
」
。
「
陛
下
は
し
ば
し
ば
ロ
シ
ア
的
感
情
に
言
及
さ

れ
、
回
状
そ
の
も
の
に
お
い
て
も
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
真
似
を
す
る

こ
と
に
対
す
る
怒
り
を
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
に
か
か
わ
ら
ず
、
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
バ
お
リ

シ
ア
服
に
陛
下
が
反
対
な
さ
る
と
は
、
私
に
は
信
じ
が
た
い
」
。
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ニ

コ

ラ
イ
は
ロ
シ
ア
の
歴
史
と
伝
統
を
重
視
し
た
。
し
か
し
、

そ
れ
は
、
貴
族
が
あ
ご
ひ
げ
を
蓄
え
る
こ
と
で
は
な
か
っ
た
。
ロ

シ
ア
化
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
規
準
を
あ
く
ま
で
も
守
り
つ
つ
行
わ

　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
こ

れ

る
べ
き
で
あ
っ
た
。
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
ウ
ヴ
ァ
ロ
フ

は
、
啓
蒙
主
義
を
基
本
的
に
認
め
つ
つ
、
そ
の
弊
害
を
除
こ
う
と

し
た
。
ト
ー
ン
の
建
築
に
お
い
て
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
ロ
シ

ア

の

伝
統
は
強
烈
な
デ
ザ
イ
ン
で
は
あ
っ
た
が
、
構
造
で
は
な

か

っ

た
の
で
あ
る
。

　
ニ
コ

ラ
イ
一
世
も
ウ
ヴ
ァ
ロ
フ
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
規
準
を
土
台

と
し
た
。
し
か
し
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
一
世
の
ナ
ポ
レ
オ
ン
戦
争

後
の
コ

ス

モ

ポ

リ
タ
ン
的
な
政
策
の
全
面
否
定
で
あ
る
こ
と
を
確

認

し
て
お
こ
う
。
ウ
ヴ
ァ
ロ
フ
の
「
正
教
、
専
制
、
国
民
性
」
の

理
念
が
正
教
徒
以
外
の

キ
リ
ス
ト
教
徒
や
立
憲
主
義
者
を
排
除
し

た
の
に
対
し
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
一
世
は
、
専
制
君
主
な
が
ら
、

立

憲
君
主
制
の
理
想
を
理
解
し
、
と
く
に
外
交
に
お
い
て
そ
れ
を

推
進
し
た
。
正
教
会
を
尊
重
せ
ず
、
教
派
を
超
え
た
普
遍
キ
リ
ス

ト
教
的
理
想
の
実
現
を
目
指
し
た
。
こ
の
こ
と
が
、
救
世
主
ハ
リ

ス

ト
ス
大
聖
堂
の
二
つ
の
計
画
に
如
実
に
表
れ
て
い
る
。

註（r
－
）
　
O
　
X
p
a
M
e
　
I
I
　
C
a
i
x
a
　
X
p
a
M
a
　
X
p
M
e
r
a
　
C
H
a
c
l
i
　
c
e
A
H
　
－
h
t
t
p
：
／
＼

　
　

n
e
w
．
x
x
c
．
r
u
／
a
b
o
u
t
／
　
（
2
5
　
H
o
H
．
　
2
0
1
9
　
r
°
）

（
2
）
民
昌
受
。
塁
。
国
゜
S
苔
知
ミ
昏
胃
日
§
Q
§
§
㎏
ミ
O
§
句
、

　
　

M
c
T
o
p
l
i
f
i
　
K
p
o
e
K
T
H
p
o
B
a
H
H
f
i
　
M
　
c
o
3
A
a
H
H
f
i
　
c
o
6
o
p
a
：

　
　

C
T
p
a
H
i
t
u
N
　
x
c
H
3
H
H
　
l
l
　
r
u
6
e
l
l
l
i
，
　
l
8
1
3
－
I
9
3
1
．
　
M
°
，
　
1
9
9
7
；

　
　

W
o
r
t
m
a
n
，
　
R
i
c
h
a
r
d
　
S
°
，
　
S
c
e
n
a
r
i
o
s
　
o
f
　
P
o
w
e
r
：
　
M
y
t
h
　
a
n
d

　
　

C
e
r
e
m
o
n
y
　
i
n
　
R
”
s
s
i
a
n
　
M
o
n
a
r
c
h
y
：
　
F
r
o
m
　
P
e
t
e
r
　
t
h
e
　
G
r
e
a
t

　
　
t
o
　
t
h
e
　
D
e
a
t
h
　
o
f
　
N
i
c
h
o
i
a
s
　
l
，
　
P
r
i
n
c
e
t
o
n
，
　
1
9
9
5
，
　
p
p
°
2
3
6
－
2
3
8
，

　

　

3
8
1
－
3
8
7
1
　
S
i
d
o
r
o
v
，
　
D
m
i
t
r
i
，
　
“
N
a
t
i
o
n
a
l
　
M
o
［
t
u
m
e
n
t
a
l
i
z
a
t
i
o
n

　
　
a
n
d
　
t
h
e
　
P
o
l
i
t
i
c
s
　
o
f
　
S
c
a
l
e
：
　
T
h
e
　
R
e
s
u
r
r
e
c
t
i
o
n
s
　
o
f
　
t
h
e

　
　

C
a
t
h
e
d
r
a
l
　
o
f
　
C
h
r
i
s
t
　
t
h
e
　
S
a
v
i
o
r
　
i
n
　
M
o
s
c
o
w
”
，
　
A
n
n
a
l
s
　
o
f
　
t
h
e

　
　

A
s
s
o
c
i
a
t
i
o
n
　
o
f
　
A
m
e
r
i
c
a
n
　
G
e
o
g
r
a
P
h
e
r
s
、
V
o
l
．
　
9
0
，
　
N
o
°
　
3
’

　
　

2
o
o
O
，
　
p
p
．
5
4
g
5
7
2
°
畠
山
禎
「
神
へ
の
感
謝
と
英
雄
の
顕
彰
－
対

　
　

ナ
ポ
レ
オ
ン
「
祖
国
戦
争
」
後
の
ロ
シ
ア
」
、
若
尾
祐
司
、
和
田
光

　
　

弘
編

著
『
歴
史
の
場
ー
史
跡
・
記
念
碑
・
記
憶
』
、
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ

　
　

書
房
、
二
〇
一
〇
年
、
一
七
三
～
一
九
三
頁
。

（
3
）
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
・
ゲ
ル
ツ
ェ
ン
（
金
子
幸
彦
、
長
縄
光
男
訳
）

　
　

『過

去
と
思
索
』
第
一
巻
、
筑
摩
書
房
、
一
九
九
八
年
、
三
三
六
、

　

　

三

三
九
頁
。

（
4
）
　
R
o
n
H
o
e
　
c
o
6
p
a
H
ミ
e
　
3
a
K
o
H
o
B
　
p
o
c
c
m
i
c
K
o
t
i
　
H
M
f
i
e
p
M
H
　
c
1
6
4
9

　
　
r
o
a
a
°
T
．
3
2
．
　
C
口
6
．
，
　
1
8
3
0
°
　
C
．
3
8
8
，
　
4
2
5
－
4
2
6
　
（
n
a
n
e
e
－
’
H
C
3
P
寓
）
°
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（5
）

（6
）

（7
）

（o
o
）

拙

稿
＝
八
一
二
年
の
退
却
と
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
一
世
の
声
明
ー

r
ナ
ロ
ー
ド
の
戦
争
」
考
」
『
ロ
シ
ア
史
研
究
』
第
九
三
号
、
二
〇

＝
二
年
、
三
～
一
四
頁
（
以
後
、
池
本
［
二
〇
一
三
］
）
。

l
l
l
M
m
K
o
B
　
A
．
　
C
．
　
（
（
P
a
c
c
y
m
n
e
H
H
e
　
o
　
n
r
o
6
B
H
　
K
　
o
T
e
g
e
c
T
B
y
，

g
l
i
T
a
H
H
o
e
　
B
　
1
8
1
2
　
（
s
i
c
．
）
　
r
o
A
y
　
B
　
B
e
c
e
A
e
　
n
r
o
6
H
T
e
n
e
t
i

p
y
c
c
K
o
r
o
　
c
n
o
B
a
▼
》
ミ
e
§
随
§
Φ
8
§
竃
民
自
e
Φ
切
§
o
㎏

」
や
§
冒
畠
知
゜
　
C
n
6
．
，
　
1
8
2
5
．
　
g
°
4
’
ρ
1
4
7
・
1
8
8
°
拙
稿

「
ロ

シ
ア
皇
帝
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
一
世
と
「
市
民
ミ
ー
ニ
ン
と
ポ

ジ
ャ
ル
ス
キ
ー
公
の
像
」
」
、
井
内
敏
夫
編
『
ロ
シ
ア
・
東
欧
史
に

お

け
る
国
家
と
国
民
の
相
貌
』
、
晃
光
書
房
、
二
〇
一
七
年
、
一
五

11
－
－
　
1
五
三
頁
（
以
後
、
池
本
［
1
1
0
一
七
］
）
。

池
本

［
二

〇
1
　
1
1
1
］
、
l
四
～
1
六
頁
。
拙
稿
「
ロ
シ
ア
に
お
け
る

世
論
政

策
の
試
み
ー
ナ
ポ
レ
オ
ン
戦
争
を
背
景
と
し
て
」
森
原
隆

編
『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
政
治
文
化
史
ー
統
合
・
分
裂
・
戦
争
』
誠
文

堂
、
二
〇
一
八
年
、
二
三
五
頁
（
以
後
、
池
本
［
二
〇
一
　
〈
］
）
o

拙
書
『
ロ
シ
ア
皇
帝
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
一
世
の
外
交
政
策
ー
ヨ
ー

ロ

ッ

パ
構
想
と
憲
法
』
風
行
社
、
二
〇
〇
六
年
、
序
論
第
二
章
、

第
一
部
第
二
章
（
以
後
、
池
本
「
二
〇
〇
六
」
）
a

M
l
l
H
H
c
T
e
p
c
T
B
o
　
H
H
o
c
T
p
a
H
H
h
l
x
　
n
e
n
　
C
C
C
P
．
　
B
H
e
m
H
z
z

u
o
n
u
＝
u
K
a
　
P
o
c
c
v
a
　
n
u
　
f
f
　
H
a
g
a
n
a
　
X
X
　
B
e
K
a
．
　
M
．
，
　
1
9
7
2
°
T
°
o
o
．

C
．
5
0
2
－
5
0
4
°
池
本
［
1
1
0
一
七
］
、
l
五
四
～
一
五
五
頁
。
ウ
ォ
＿

ト
マ
ン
は
、
従
来
の
解
釈
に
し
た
が
い
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
一
世

（9
）

（9
）

（1
）

（1
）

（1
3
）

（1
）

（1
5
）

（1
6
）

は
治
世
前
期
に
目
指
し
た
立
憲
主
義
的
改
革
を
断
念
し
、
代
わ
り

に

臣
民
の
精
神
的
幸
福
を
目
指
し
た
、
と
見
な
す
。
≦
o
詳
日
目
s

o
p
．
　
c
i
t
，
　
p
2
2
5
．

池
本

［
二
〇
一
八
］
、
二
三
三
～
二
三
五
，
二
三
七
頁
。
山
本
俊
朗

『
ア

レ
ク
サ
ン
ド
ル
l
世
時
代
史
の
研
究
』
早
稲
田
大
学
出
版
部
、

一
九

八
七
年
、
＝
二
五
、
＝
二
九
頁
他
。

B
o
6
p
o
B
C
．
　
C
．
　
｛
（
n
a
T
p
H
o
T
H
　
l
l
　
r
e
p
o
H
，
　
B
e
3
n
e
，
　
B
c
e
r
n
a
　
H
　
B
o

o
。
曽
o
§
ミ
i
．
○
コ
⑳
二
声
8
0
6
．
　
r
l
．
2
◆
　
K
l
．
　
C
．
2
2
－
5
1
．
池
本

［
二

〇
一
七
］
、
1
四
五
～
＝
ハ
四
頁
。

K
H
p
n
v
e
H
K
o
°
Y
K
a
3
．
　
c
o
g
’
c
°
1
1
，
1
2
　
S
引
用
に
よ
る
。

n
e
T
p
o
B
．
　
n
．
　
H
．
　
n
p
e
A
H
c
n
o
B
H
e
　
K
　
（
（
3
a
l
l
M
c
K
a
M
　
a
K
a
A
e
M
H
K
a

B
H
T
6
e
p
r
a
，
　
c
T
p
o
H
T
e
n
H
　
X
p
a
M
a
　
X
p
n
c
T
a
　
C
n
a
c
H
T
e
n
H
　
B

M
o
c
K
B
e
I
n
p
H
M
e
g
．
　
n
‘
　
H
°
口
e
x
p
o
B
a
》
〉
　
i
n
a
n
e
e
’
“
3
a
n
l
i
c
K
v
a
）
　
／
t

P
y
c
c
K
a
f
i
　
c
T
a
p
l
i
H
a
．
　
C
n
6
．
，
　
1
8
7
2
°
T
．
　
5
．
　
N
o
．
1
．
　
C
．
1
7
’
1
8
：

K
l
i
p
m
e
H
K
o
◆
　
Y
K
a
3
．
　
c
o
q
．
　
C
．
2
4
，
2
5
’
　
3
1
°

n
C3P
M
．
　
T
．
3
2
．
　
C
．
4
8
6
－
4
8
8
－
池
本
［
1
1
0
1
　
1
1
1
］
、
1
六
頁
。

3
a
n
l
i
c
K
l
l
．
　
T
．
　
5
．
　
N
o
．
1
．
　
C
．
1
6
’
3
2
，
　
N
o
．
2
．
　
C
．
1
5
9
’
1
9
2
，
　
N
o
．
4
．
　
C
．

5
1
9
’
5
8
2
’

B
H
T
6
e
p
r
　
A
．
　
J
I
．
　
A
B
T
o
6
H
o
r
p
a
l
p
u
a
　
A
．
　
n
．
　
B
H
T
6
e
p
r
a
　
／
／

P
y
c
c
K
a
H
　
c
T
a
p
l
l
H
a
　
．
　
C
n
6
．
，
　
1
8
7
6
．
　
T
．
　
1
7
．
　
N
o
．
　
9
．
　
C
．
　
1
1
0
，
1
2
5

（qa
n
e
e
”
d
m
T
o
6
H
o
r
p
a
i
p
H
H
）
．

3a
n
H
c
K
H
．
　
N
o
．
　
1
．
　
C
．
1
9
－
2
0
．
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）

（1
8
）

（1
9
）
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）

A　　　　A
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v　　　∀

A　　　　A

24　23

fl
e
T
po
B
．
　
Y
K
a
3
．
　
c
o
q
．
　
C
°
1
8
，
1
9
；
　
3
a
n
H
c
K
l
l
．
　
N
o
．
　
1
．
　
C
．
2
1
，
　
N
o
．
2
°

C
．
1
7
5
．

3
a
n
H
c
K
H
．
　
N
o
．
　
2
．
　
C
．
1
5
9
’
1
6
1
’
　
1
6
6
’
　
1
7
1
－
1
7
4
；
　
n
p
H
M
e
H
e
H
H
e

n
e
T
p
o
B
a
．
　
T
a
M
　
w
t
e
．
　
C
．
1
7
1
；
　
M
o
c
T
o
B
c
K
H
t
i
　
M
．
　
C
．
　
（
c
o
c
T
）
°

M
c
T
o
p
H
g
e
c
K
o
e
　
o
f
i
”
c
a
H
H
e
　
x
p
a
ミ
a
　
B
o
　
l
l
M
f
f
　
X
p
§
c
T
a

C
f
i
a
c
H
T
e
n
s
　
B
　
M
o
c
K
B
e
　
n
o
　
f
i
o
p
y
g
e
H
H
K
）
　
B
h
i
c
o
g
a
p
t
m
e

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く

y
y
p
e
2
｝
c
l
l
e
H
H
o
n
　
K
o
M
l
i
c
c
H
H
　
a
n
f
i
　
f
i
o
c
T
p
o
e
H
H
f
i
　
x
p
a
M
a
．
　
H
a

。
§
§
巴
ミ
逗
§
冷
8
§
ミ
誉
さ
ミ
㊦
出
目
㎏
゜
M
．
，
　
1
8
8
3
．
　
C
．
4
．

3
a
r
r
H
c
K
H
．
　
N
o
．
　
2
．
　
C
．
1
7
4
－
l
7
5
．

T
a
M
　
m
e
．
　
C
．
1
7
2
’
1
9
2
，
　
N
o
．
4
．
　
C
．
5
2
3
；
　
B
l
l
H
o
r
p
a
A
o
B
　
A
．
　
B
°

ミ
c
T
o
P
H
g
e
c
K
o
e
　
o
f
i
“
C
a
H
”
e
　
x
p
a
M
a
　
B
o
　
u
M
g
　
X
P
l
l
C
T
a

C
R
a
c
ミ
e
n
H
　
B
　
M
o
c
s
c
B
e
．
　
M
．
，
　
1
8
6
9
　
（
n
e
p
e
M
3
n
a
H
o
　
2
0
1
3
　
r
．
）
°

C
．
7
．

ゲ

ル

ツ
ェ
ン
、
前
掲
書
、
三
四
七
頁
。

A
B
T
o
6
”
o
r
p
a
a
b
M
f
i
．
　
C
．
1
1
0
；
　
3
a
n
H
c
K
M
．
　
N
o
．
　
1
．
　
C
．
2
0
；

K
M
p
r
v
e
H
K
o
°
Y
K
a
3
　
c
o
q
．
　
C
．
3
1
；
　
S
i
d
o
r
o
v
，
　
o
p
．
　
c
i
t
．
，
　
p
．
5
5
7
．

＞
n
T
o
6
M
o
p
p
a
c
b
H
H
．
　
C
．
1
1
0
1
　
3
a
n
H
c
K
H
°
N
o
．
　
1
．
　
C
．
2
0
．

ボ

リ
ソ
ヴ
ァ
は
ヴ
ィ
ト
ベ
ル
ク
の
構
想
を
古
典
主
義
の
極
端
な
表

現

と
見
な
す
。
切
o
廿
§
o
国
o
国
゜
〉
“
曹
o
§
袖
§
§
目
決
§
知

B
r
o
p
o
r
t
　
H
o
n
o
B
u
H
N
　
X
I
X
　
B
e
K
a
．
　
M
．
，
　
1
9
7
9
．
　
C
．
1
0
5
－
1
0
6
．
キ
リ

チ

ェ

ン
コ
は
、
ヴ
ィ
ト
ベ
ル
ク
が
古
典
ギ
リ
シ
ャ
の
建
築
様
式
の

上

品
さ
、
単
純
性
を
好
ん
で
い
た
と
指
摘
し
、
大
聖
堂
の
様
式
は

（2
）

（2
6
）AへAA37　36　35　34

v　　　冒　　　　w　　　’su

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

33　　32　　31　　30　　29　　28　　27

V　　　　V　　　　W　　　　yv　　　　V　　　　V　　　　V

基
本

的
に
は
古
典
主
義
で
あ
る
と
見
な
す
一
方
、
従
来
の
建
築
に

な
い
こ
の
よ
う
な
象
徴
性
、
建
築
が
示
す
思
想
に
建
築
様
式
を
合

致

さ
せ
よ
う
と
す
る
こ
と
は
、
ロ
マ
ン
主
義
建
築
に
特
有
の
も
の

で
あ
っ
た
、
と
論
じ
る
。
民
＝
ロ
目
o
＝
男
o
．
Y
K
a
3
°
c
o
u
．
　
C
．
3
1
－
3
2
．

宙
目
日
。
召
喜
§
°
C
．
1
1
0
1
　
3
a
n
H
c
K
H
．
　
N
o
．
　
1
“
C
’
2
o
’
　
2
5
°

T
a
M
　
w
t
e
．
　
C
．
2
1
，
　
2
5
’
2
6
；
　
A
B
T
o
6
H
o
r
p
a
q
｝
l
l
f
i
．
　
C
．
1
1
0
；

M
o
c
’
r
o
B
c
K
m
i
°
Y
K
a
3
　
c
o
q
°
　
c
’
5
’

3
a
n
H
c
K
M
．
　
N
o
．
　
1
．
　
C
°
2
6
－
3
0
．

K
H
p
田
e
H
K
o
．
　
Y
K
a
3
．
　
c
o
g
°
C
’
3
1
’

ゲ
ル

ツ

ェ

ン
、
前
掲
書
、
三
三
八
，
三
四
一
頁
。

3
a
”
H
c
K
H
．
　
N
o
．
　
1
．
　
C
°
2
8
．

K
”
p
｝
r
g
e
H
K
o
．
　
Y
K
a
3
°
　
c
o
u
．
，
　
C
°
3
1
°

3
a
n
H
c
K
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．
　
N
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．
　
2
°
C
．
1
8
3
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1
8
4
．

S
i
d
o
r
o
v
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o
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．
　
c
i
t
．
，
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．
5
5
4
．

3
a
n
”
c
K
H
．
　
N
o
．
　
2
°
　
C
．
1
8
3
－
1
8
4
°

池
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［
1
1
0
一
七
］
、
1
k
i
七
－
　
1
五
九
頁
。

K
H
p
受
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H
K
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．
　
Y
K
a
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．
　
c
o
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．
　
C
．
3
3
i
　
3
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K
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°
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．
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．
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r
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．
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T
．

1　
C
．
　
5
3
1
－
5
s
a
°
　
池
本
［
二
〇
］
七
］
、
　
l
l
（
O
頁
。
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（銘
）

（3
9
）

（4
0
）

（4
）

（4
2
）

こ
の
間
の
経
緯
は
、
山
本
、
前
掲
書
、
二
〇
一
～
二
三
九
頁
。

池
本
［
二
〇
〇
六
］
、
一
七
八
～
一
八
二
頁
。
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p
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H
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T
B
e
H
H
a
s
　
M
お
e
o
A
o
v
l
l
H
　
B

き
自
§
患
起
喪
ミ
§
，
自
巷
き
巳
壱
句
§
§
g
§
°
M
”

20
0
1
．
C
’
1
6
1
”
1
6
2
°

＾｛

U
H
p
K
y
n
f
l
p
H
o
e
　
n
p
e
n
n
o
w
t
e
H
v
a
e
　
r
°
y
n
p
a
B
n
H
r
o
u
l
e
r
o

M
H
H
H
c
T
e
p
c
T
B
o
M
　
H
a
p
o
n
H
o
r
o
　
n
P
o
c
B
e
m
e
H
M
a
　
H
a
g
a
n
h
c
T
B
a
M

y
g
e
6
H
N
x
　
o
K
p
y
r
o
B
，
　
o
　
B
6
T
y
n
n
e
H
M
M
　
B
　
y
n
p
a
B
”
e
H
H
e
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史
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．
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篇
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＝
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